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葉山湘南国際村シニアライフセンターは

透析患者様専用の

住宅型有料老人ホームです。

葉山湘南国際村シニアライフセンター
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各階とも残り僅かとなりました。

お早めにお問い合わせください。

随時見学受付中
ご見学はJR逗子駅東口より当センターまで送迎させてい

ただきます。まずは下記までご連絡ください。

お問い合わせはこちらまでお問い合わせはこちらまでお問い合わせはこちらまでお問い合わせはこちらまで

046
お問い合わせはこちらまで

046-
お問い合わせはこちらまでお問い合わせはこちらまでお問い合わせはこちらまで

046-855
お問い合わせはこちらまで

855-855-5250
FAX046-855-5257

葉山湘南国際村シニアライフセン

ターの特色
①透析患者様専用の住宅型有料老人ホーム

です。

②同一建物内に透析クリニックがございま

す。

③ご負担の少ない料金設定となっておりま

す。詳しくは046-855-5250までご連絡下

さい。

④医療・介護のバックアップ体制が整って

おります。

（同一グループ内に有床クリニック、介護

老人保健施設がございます）

で検索

医療法人社団本部

所在地：神奈川県逗子市久木4-25-8

℡：046-873-7141 FAX：046-873-9991
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JR新宿駅西口　徒歩 10 分
都営地下鉄大江戸線都庁前　徒歩 5 分
JR新宿駅西口巡回バスあり東京都庁前下車（都営、京王）
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腎臓病を
考える

をを都民の集い
慢性腎臓病患者は全国で1300
万人とも言われ、新たな国民病
として正しい知識と治療法の理
解が求められています。CKD
（慢性腎臓病）は、「末期腎不
全」のみならず心筋梗塞や脳梗
塞など心血管疾患の原因でもあ
ることもわかってきております。
健康診断を積極的に受け、腎臓
病を早期に発見して治療すれば
透析治療法に導入することなく、
または透析導入を遅らせること
ができます。

慢性腎臓病（ＣＫＤ）を
良く知ろう
～腎臓を守るために～

都民ホール
都議会議事堂１階
〒163 - 8001 新宿区西新宿2 - 8 - 1

場所

日時

13：00～16：30（開場12：30）
2019  2 10平成 31 年

日㈰月年

60分講演Ⅰ

主催 NPO法人東京腎臓病協議会　　共催 東京都

NPO法人東京腎臓病協議会
☎:03-3944-4048 Fax:03-5940-9556 
E-mail:info@toujin.jp

お問合せ

入場無料
先着250名様
事前申込み不要

鈴木吏良（りら）
（元ＮＨＫニュースキャスター）

講師
安藤亮一 先生
武蔵野赤十字病院副院長
腎臓内科部長

今日から実践！
腎臓を守る食事療法のコツ

60分総合司会

50分講演Ⅱ

講師
原　純也 先生
武蔵野赤十字病院栄養課

栄養課長

　肥満やメタボリックシンドローム
などの生活習慣病罹患者はＣＫＤに
なりやすいと考えられています。 
　都民のみなさま「慢性腎臓病（CKD）
を良く知ろう～腎臓を守るために～」
「今日から実践！腎臓を守る食事療
法のコツ」にぜひご参加ください。

Ｑ＆Ａコーナー

Ｑ＆Ａ
コーナー

　事前に質問用紙に質問事
項を書いて頂き、先生方に回
答していただきます。

一般社団法人日本腎臓学会/一般社団法人日本透析医学会/公益社団法人日本透析医会/公益財団法人日本腎臓財団
特定非営利活動法人腎臓サポート協会/認定特定非営利活動法人腎臓病早期発見推進機構/一般社団法人全国腎臓病協議会

後
援
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

本
年
も
ま
た
私
た
ち
腎
臓
病
患
者
は

健
康
に
留
意
し
て
良
い
年
に
し
た
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
今
年
は
平
成
の
時
代
か
ら
新
し

い
年
号
に
変
わ
り
心
よ
り
ご
祝
福
申
し

上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
私
た
ち
国
民

も
新
た
な
気
持
ち
に
な
り
ス
タ
ー
ト
出

来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

近
年
の
医
療
に
於
け
る
科
学
技
術
の

進
化
は
私
達
患
者
に
と
っ
て
は
、
期
待

と
希
望
が
膨
ら
ん
で
き
ま
す
。
早
期
に

開
発
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
現
在
は
Ⅰ

Ｐ
Ｓ
細
胞
と
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
細
胞
の
点
滴
に

よ
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

マ
ス
コ
ミ
等
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
２
０
１
８
年
度
の
東
腎
協
の
活

動
は
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
も
ま
た
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
理
事
・
正
会
員
と
も
努
力
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

過
去
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
３
ヶ
年
計
画

「
会
員
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
、
皆
様
方
に
は
大
変
ご
尽
力
、
ご
協

力
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
然

し
入
会
者
よ
り
退
会
者
の
方
が
多
く
現

実
会
員
減
少
と
い
う
傾
向
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
会
員
活
動
の
見
直
し
と
い

う
観
点
か
ら
再
構
築
委
員
会
を
立
ち
上

げ
鋭
意
検
討
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

先
ず
そ
の
一
つ
と
し
て
、
都
民
の
集

い
（
腎
臓
病
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に
つ
い
て
、
２

０
１
８
年
３
月
に
東
京
都
と
共
催
し
都

庁
五
階
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
東
京
医

科
大
学
の
菅
野
義
彦
先
生
を
講
師
に
迎

え
ご
講
演
を
頂
き
大
勢
の
方
の
ご
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
学
習
を
し
た
い
と
い
う
ご

要
望
を
受
け
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
交

流
会
と
い
う
形
で
十
一
月
四
日
、
㈱
東

京
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
東
京
本
社

に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
、
清
湘
会
記
念
病
院
栄
養

科
主
任
・
中
尾
優
美
子
先
生
に
ご
講
演

を
頂
き
ま
し
た
。
食
事
療
法
の
大
切
さ

を
学
習
し
、
参
加
者
よ
り
ご
好
評
を
頂

き
ま
し
た
の
で
、
今
年
も
継
続
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

尚
、
今
年
は
定
款
（
原
点
）
を
遵
守

し
可
能
な
限
り
実
践
す
べ
く
皆
様
と
共

に
精
進
し
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
東
腎
協
の
活
動
に
参
加
し
た
当

初
、
私
は
あ
ま
り
体
調
も
良
く
な
く
、

心
身
と
も
に
病
ん
で
い
ま
し
た
が
、
諸

先
輩
方
の
活
動
を
通
し
勇
気
を
頂
き
ま

し
た
。
私
達
透
析
患
者
は
諸
先
輩
方
の

ご
苦
労
に
よ
り
、
現
在
の
高
額
医
療
費

の
無
償
化
、
国
の
社
会
福
祉
医
療
制
度

に
守
ら
れ
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
を
維
持

す
る
に
は
し
っ
か
り
透
析
、
し
っ
か
り

食
事
を
と
り
、
し
っ
か
り
運
動
す
る
事

に
よ
り
お
蔭
様
で
健
康
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
は
社
会

貢
献
と
い
う
立
場
か
ら
、
自
己
の
健
康

の
許
す
範
囲
内
で
活
動
に
協
力
す
る
事

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
会
員
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
元
号
の
下
、
新
た
な
気
持
で
ス
タ
ー
ト
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
会
長　

梅
原 

秀
孝

年
頭
に
あ
た
っ
て
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２
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梅
原　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
度
は
年
号
も
変
わ
る
と

い
う
こ
と
で
、
私
た
ち
国
民
も
祝
福
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

東
腎
協
再
構
築
委
員
会
で 

重
ね
て
き
た
議
論

司
会　

東
腎
協
は
昨
年
来
、
会
員
減
少

こ
れ
か
ら
の
東
腎
協

展
望
し
て
大
い
に

語
る

２
０
１
９
年

新
春
座
談
会

〈出席者〉

梅原　秀孝さん　ＮＰＯ東腎協会長（全腎協理事）

戸倉　振一さん　ＮＰＯ東腎協副会長（災害対策委員長）

古暮　　宏さん　ＮＰＯ東腎協副会長（行政委員長）

榊原　靖夫さん　ＮＰＯ東腎協理事（�全腎協理事、東難連理事長、�
北部ブロック長）

酒井　　豊さん　ＮＰＯ東腎協理事（全腎協社員代表）

中野　雄蔵さん　ＮＰＯ東腎協理事（多摩ブロック長代行）

宿野部武志さん　元ＮＰＯ東腎協理事（元青年部長）

司会：板橋俊司　ＮＰＯ東腎協理事（事務局長）

決算予測 現状の活動を踏襲した場合の収支予測

２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９ ２０２０ ２０２１

２２，１７１ ２０，６２５ １８，０７３ １６，６７８ １３，９６２ １２，２５４ １０，５４７ ８，８３９ ７，１３２

７，５２７ ８，２３８ ５，４４８ ６，８８１ ６，１３９ ５，３８８ ４，６３７ ３，８８７ ３，１３６

２９，６９８ ２８，８６３ ２３，５２１ ２３，５５８ ２０，１０１ １７，６４２ １５，１８４ １２，７２６ １０，２６７

４６２ １，５７３ ７６７ ―５８３ １，２４０ ４，５６１ ４，８１６ ７，２７４ ９，７３３

３０，１６０ ３０，４３６ ２４，２８８ ２２，９７５ ２１，３４１ ２２，２０３ ２０，０００ ２０，０００ ２０，０００

２９，２４８ ２７，６７５ ２７，４９３ ２８，０７６ ２６，２５３ ２１，６９２ １６，８７６ ９，６０２ ―１３１

４１０６ ３８２０ ３３４７ ３０８８ ２５８５ ２２６９ １９５３ １６３７ １３２１

２１８ ２８６ ４７３ ２５８ ５０３ ３１６ ３１６ ３１６ ３１６

３１６
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に
よ
る
組
織
の
弱
体
化
に
危
機
感
を
も

ち
、
東
腎
協
、
全
腎
協
の
旗
を
い
か
に

し
て
守
っ
て
い
く
か
、「
再
構
築
委
員

会
」
で
４
回
の
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
戸
倉
副
会
長
、
そ
の
い
き
さ
つ
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

戸
倉　

東
腎
協
結
成
ま
も
な
く
「
透
析

医
療
の
普
及
」「
医
療
費
自
己
負
担
の

軽
減
」
は
実
現
さ
れ
ま
し
た
が
、
２
０

０
３
年
頃
ま
で
は
、「
命
と
暮
ら
し
を

守
る
」
と
い
う
活
動
に
多
く
の
仲
間
が

賛
同
し
て
、
会
員
数
、
患
者
会
数
と
も

右
肩
上
が
り
で
、
会
員
数
は
７
０
０
０

名
を
上
回
る
勢
い
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

２
０
０
３
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
、
平
均
し

て
毎
年
、
年
間
約
３
０
０
人
の
会
員
の

減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。（
表
①
参
照
）

会
員
減
少
の
主
な
要
因
は
、
透
析
医

療
福
祉
制
度
の
安
定
か
ら
く
る
患
者
会

活
動
へ
の
魅
力
減
と
、
患
者
会
役
員
の

高
齢
化
に
よ
り
患
者
会
の
維
持
運
営
が

困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
と
考
え
て
い

ま
す
。

２
０
１
５
年
か
ら
１７
年
ま
で
、
３
か

年
計
画
を
立
て
、
会
員
拡
大
運
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
が
、
会
員
減
少
の
傾

向
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
新
た
な
活
動

計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
東
腎
協
の
活

動
の
あ
り
方
を
こ
こ
で
改
め
て
考
え
直
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今年度の活動を踏襲し毎年2,000万円
支出した場合予測値会員は過去10年
の平均年316人減少を想定会費外収入
も、会員減少に比例して減少と想定

予測値

支出（千円）

会費収入（千円）

繰越金（千円）

会費外収入（千円）

表 1．過去１０年の収支の推移と現状の活動を踏襲した場合の収支予測
決算　　

年度 ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２

会費収入
（千円） ３１，０３６ ２９，２８８ ２７，７６４ ２６，５６５ ２５，０８８ ２３，３４９

会費外収入
（千円） ６，８１６ ８，２３９ ６，７１２ ７，２５４ ７，４８６ １２，０６２

収入合計
（千円） ３７，８５３ ３７，５２７ ３４，４７５ ３３，８１９ ３２，５７４ ３５，４１１

繰越金取崩
（千円） －１６３ ７９３ ―１，８６３ ―１，７４８ １，５２８ ―２，８９８

支出
（千円） ３７，６９０ ３８，３２０ ３２，６１３ ３２，０７１ ３４，１０２ ３２，５１３

繰越金
（千円） ２５，５２３ ２４，７３０ ２３，７８８ ２８，３４０ ２６，４７４ ２９，７１０

概算
会員数（人） ５７４７ ５４２４ ５１４１ ４９２０ ４６４６ ４３２４

年度
減人数（人） ２８２ ２２２ ２７４ ３２２

平均年度
減人数（人） ３１６　　

表 ２．東腎協　課題解決計画表
分類 項目 対策 担当 2018年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度

イベント ５月　全腎協結成５０周年大会

患者会
会計支援 患者会現金管理を事務局が代行 事務局 当面は各ブロックと協議し進める。
機関誌送付 患者会に会員にも直接東腎協から郵送 事務局 同上
運営指針 透析施設患者会の役割再確認・運営指針の作成 年度内方針検討（上記を含む）

社会的
課題

慢性腎臓病対策 行動計画策定 年度内策定
臓器移植の推進 行動計画策定 年度内策定
透析施設の課題 行動計画策定（災害対策含む） 年度内策定 透析医会との懇談実施
再生医療の推進 現状調査、研究者への支援・行政への働きかけ 宿野部 現状調査
災害対策 災害マニュアル整備、透析医会とのすり合せ 区民講座 透析医会との懇談実施

患者の
問題

食事療法 透析回避ための食事療法 慢性腎臓病対策で検討
合併症およびフレイル（低栄養）の予防

広報委員
ブロック

・機関誌で予防啓発シリーズ化
・全ブロック（場合によっては共同で）が各年度一貫したテーマで講演会実施。

運動療法 フレイル（サルコペニア：筋力低下）の予防
認知症予防 フレイル（認知機能障害）対策
うつ病対策 実態調査、ピアサポート
腎臓リハビリ 課題整理、専門家との連携

合併症対策 行動計画策定（透析不足に起因する合併症対策） 古暮
宿野部

保存期患者CAPD
移植患者 会員の実態調査、経験交流の場作り、組織化

会員実態の整備
実施計画策定

体制

事務局 事務局強化策検討
日替わり事務局詰めの検討
患者会員・個人会員・一般人とわず人材を発掘し教育・育成

理事会 オブザーバー制度の拡大検討 体制変更によ
るリスクマネ
ージメント

個人会員・患者会会員（患者会役員の経験がない人）健常者からの人材発掘・教育・育成

総会 正会員の対象、総会傍聴制度の検討 総会承認 実施

ブロック活動 役割再確認 意思統一
広報 情報発信の方針検討、フェスブック等の活用 板橋 検討

資金
調達

個人会員 慢性腎臓病患者、移植者に対象を広げる 実施計画策定
賛助会員 透析施設、介護施設の賛助会員を増やす 実施計画策定
特別会員 当会主旨の賛同者する金銭的な支援者 可否を決定
助成金 各事業実施責任者がその都度調査
公告収入 機関誌以外の公告収入検討 繰越課題とする。

製薬会社の協賛 共同事業の推進、広告、助成金 繰越課題とする。
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し
、
方
向
性
を
見
定
め
る
た
め
、
本
年

度
か
ら
「
東
腎
協
再
構
築
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
昨
年
４
回
の
委
員
会
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。

司
会　

委
員
会
で
議
論
し
た
内
容
は
ど

う
い
う
こ
と
で
す
か
？

戸
倉　

ま
ず
原
点
に
返
っ
て
、
定
款
か

ら
東
腎
協
が
行
う
事
業
の
基
本
方
針
を

確
認
し
ま
し
た
。「（
定
款
第
３
条　

目

的
）
こ
の
法
人
は
広
く
一
般
市
民
に
対

し
腎
臓
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
普
及

と
予
防
を
図
り
、
腎
臓
病
患
者
の
医
療

体
制
の
充
実
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
の
政
策
提
言
（
略
）
市
民
の
健
康
並

び
に
福
祉
の
向
上
に
寄
与
（
略
）」

そ
の
う
え
で
、
患
者
会
、
社
会
的
課

題
、
患
者
の
問
題
。
東
腎
協
の
体
制
。

資
金
調
達
の
５
つ
の
分
類
と
２６
の
項
目

の
対
策
を
立
て
ま
し
た
。（
表
②
参
照
）

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
で
は
、
２
０
１
８

年
度
内
に
着
手
す
る
課
題
、
２
０
１
９

年
度
以
降
に
進
め
る
課
題
を
分
け
、
担

当
者
を
決
め
、
各
担
当
者
が
提
案
し
た

基
本
方
針
（
案
）
に
つ
い
て
の
討
議
を

い
う
経
過
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
全
腎
協
・
東
腎
協
の
活
動

の
成
果
と
し
て
、
現
在
の
医
療
・
福
祉

制
度
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
不
安
な
点
は
あ
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
国
会
請
願

署
名
活
動
は
、
４8
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

我
々
の
要
望
、
現
在
の
医
療
・
福
祉
制

度
を
守
り
抜
く
と
い
う
意
味
で
、
継
続

し
て
社
会
に
訴
え
て
い
く
活
動
と
し
て

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会　

東
京
難
病
団
体
連
合
会
（
東
難

連
）
の
活
動
は
ど
う
で
す
か
？

榊
原　

東
腎
協
は
、
東
難
連
が
結
成
当

時
か
ら
主
導
的
立
場
で
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
初
代
、
２
代
目
の
会
長
も
東
腎
協

が
担
っ
て
い
て
、
昨
年
か
ら
私
が
理
事

長
に
な
っ
て
い
ま
す
。

他
の
難
病
団
体
の
皆
さ
ん
は
、
私
た

ち
が
４０
数
年
前
に
経
験
し
た
よ
う
な
つ

ら
い
時
期
を
現
在
闘
っ
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
東
腎
協
に
対
し
て
は
、
そ

の
経
験
や
教
訓
の
期
待
は
大
な
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
わ
れ
わ
れ

し
ま
し
た
。

司
会　

古
暮
副
会
長
、「
社
会
的
課
題
」、

「
患
者
の
問
題
」
で
は
具
体
的
に
ど
う

で
す
か
？

古
暮　

諸
先
輩
の
努
力
で
、
我
々
は
安

心
し
て
透
析
医
療
を
受
け
生
き
な
が
ら

え
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
透
析
患
者
の

実
態
を
見
る
と
、
多
く
の
患
者
が
透
析

に
よ
る
合
併
症
に
苦
し
ん
で
い
る
、
生

命
予
後
が
一
般
に
比
べ
５０
％
以
上
短
い

と
い
う
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う

厳
然
た
る
事
実
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
東
腎
協
は
、
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
、
メ
リ
ッ
ト
に
な

る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
合
併
症
対
策
で
は
頻

回
透
析
、
長
時
間
透
析
な
ど
透
析
の
量

の
問
題
な
ど
、
施
設
の
協
力
を
求
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

社
会
的
問
題
で
は
、
昨
年
発
足
し
た

東
京
都
透
析
医
会
や
日
本
腎
臓
病
協
議

会
、
腎
臓
サ
ポ
ー
ト
協
会
等
と
連
携
し

て
、
課
題
の
整
理
、
現
状
調
査
、
分
析

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

全
腎
協
や
東
難
連
な
ど 

他
団
体
と
の
連
携

司
会　

他
団
体
と
の
連
携
で
は
、
全
腎

協
理
事
で
東
難
連
の
理
事
長
で
も
あ
る

榊
原
理
事
い
か
が
で
す
か
？

榊
原　

全
腎
協
は
再
来
年
結
成
５０
年
を

迎
え
ま
す
が
、
結
成
当
時
と
現
在
は
比

較
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
活
動
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
療
福
祉
の
成
果

が
一
つ
一
つ
確
実
に
上
が
っ
て
き
た
と

こ
れ
か
ら
は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

古
暮　

宏　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
副
会
長
（
行
政
委
員
長
）

２
０
０
３
年
ご
ろ
を
ピ
ー
ク
に
、
年
間
で

約
３
０
０
人
の
会
員
減
少
が
続
い
て
い
ま
す

戸
倉
振
一　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
副
会
長
（
災
害
対
策
委
員
長
）
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ま
た
、
多
摩
で
は
昨
年
か
ら
個
人
会

員
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た

の
で
、
個
人
会
員
の
強
靭
な
組
織
化
を

図
っ
て
、
東
腎
協
の
模
範
活
動
に
な
れ

る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
１２
月
に
、
梅
原
会
長
と
多
摩
地

域
の
患
者
会
未
組
織
施
設
を
訪
問
し
た

の
で
す
が
、
現
状
の
透
析
施
設
は
患
者

会
に
あ
ま
り
関
心
が
無
い
よ
う
で
、
病

院
を
変
え
て
い
く
の
は
ま
だ
ま
だ
厚
い

壁
の
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
個
人
会
員
の
拡
大
に
力
を
入
れ
て
、

そ
の
つ
な
が
り
で
変
え
て
い
く
し
か
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

梅
原　

未
組
織
施
設
の
問
題
で
は
、
東

京
都
透
析
医
会
の
先
生
と
、
患
者
会
の

こ
と
も
定
期
的
に
相
談
し
て
協
力
し
合

う
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

榊
原　

東
腎
協
は
こ
れ
ま
で
も
ブ
ロ
ッ

ク
活
動
を
重
視
し
て
き
ま
し
た
が
、
東

京
全
体
だ
け
で
な
く
、
細
分
化
さ
れ
た

ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
地
域
の
中
で
、
患
者

会
同
士
の
交
流
や
経
験
交
流
な
ど
を
も

っ
と
重
視
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

０
０
億
円
と
い
う
我
々
の
透
析
医
療
費

へ
の
風
当
た
り
も
強
く
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
が
、
患
者
一
人
一
人
が
団

結
し
て
現
在
の
制
度
を
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
や
患
者
会 

活
動
の
取
り
組
み
は

司
会　

今
日
は
元
青
年
部
長
の
宿
野
部

さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
東
腎
協
を
担
っ
て
い
く

若
手
と
し
て
い
か
が
で
す
か
？

宿
野
部　

若
手
で
も
私
は
透
析
歴
３０
年

を
超
え
て
い
ま
す
が
、
患
者
と
し
て
重

要
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
リ
テ
ラ

シ
ー
（
勉
強
会
）
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

（
患
者
会
・
仲
間
）
と
メ
ン
タ
ル
（
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
・
支
え
あ
い
）
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
三
拍
子
を
揃
え
る
こ

と
が
患
者
会
と
し
て
大
切
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
慢
性
腎
臓
病
に
な
ら
な
い
た

め
の
「
都
民
の
集
い
」
を
始
め
と
し
た

Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
活
動
や
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
が
重
症

化
し
な
い
、
透
析
に
な
ら
な
い
た
め
の

施
策
や
サ
ポ
ー
ト
が
透
析
患
者
の
サ
ポ

ー
ト
と
同
じ
よ
う
に
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

司
会　

東
腎
協
の
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
に
つ

い
て
、
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
は
い
か
が
で
す

か
？

中
野　

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
会
員
さ

ん
に
有
益
な
情
報
を
与
え
る
た
め
に
、

今
年
は
勉
強
会
な
ど
を
軸
と
し
た
活
動

を
し
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

が
難
病
団
体
の
方
た
ち
と
共
闘
し
て
い

く
こ
と
は
、
大
き
な
社
会
貢
献
の
一
つ

だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

司
会　

東
腎
協
の
現
状
や
全
腎
協
、
東

難
連
の
活
動
報
告
の
上
で
、
２
０
１
９

年
の
東
腎
協
の
活
動
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
梅
原
会
長
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

梅
原　

国
の
予
算
が
１
０
０
兆
円
を
超

え
、
１
０
０
０
兆
円
以
上
の
赤
字
国
債

を
発
行
す
る
と
い
う
中
で
、
１
兆
７
０

東
腎
協
の
経
験
や
教
訓
を
、
他
の
難
病
団
体
と

共
闘
し
て
い
く
こ
と
は
大
き
な
社
会
貢
献

榊
原
靖
夫　
全
腎
協
理
事
、
東
難
連
理
事
長
、
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

患
者
一
人
一
人
が
団
結
し
て
、
現
状
の
制
度
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

梅
原
秀
孝　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
会
長
（
全
腎
協
理
事
）

腎臓病を考える都民のつどい
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思
い
ま
す
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
最
近
の
勉
強

会
や
交
流
会
は
同
じ
メ
ン
バ
ー
に
な
り

つ
つ
あ
る
の
で
、
我
々
も
も
っ
と
考
え

て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
努
力
し
た
い
で
す
。

酒
井　

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
個
人
会

員
の
集
ま
り
や
学
習
会
な
ど
企
画
し
ま

し
た
が
、
会
員
さ
ん
か
ら
の
要
望
が
あ

り
、
秋
に
料
理
教
室
を
企
画
し
ま
し
た
。

栄
養
士
さ
ん
の
協
力
な
ど
も
得
て
大
変

好
評
で
し
た
。

患
者
会
の
問
題
で
は
、
一
番
は
、
自

分
が
入
会
し
て
か
ら
の
間
に
、
会
員
が

半
分
く
ら
い
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
高
齢
化

に
よ
る
会
員
減
少
も
あ
り
ま
す
が
、
患

者
同
士
が
問
題
意
識
を
共
有
で
き
な
く

な
っ
て
、
無
関
心
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
す
か
ら
、
災
害
時
の
透
析
患
者
の

心
構
え
や
、
透
析
時
の
ト
ラ
ブ
ル
へ
の

対
応
、
日
常
の
透
析
生
活
の
過
ご
し
方

な
ど
、
新
し
い
患
者
さ
ん
の
関
心
の
あ

製
薬
会
社
な
ど
と
横
の
つ
な
が
り
を
強

化
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

司
会　

戸
倉
副
会
長
は
東
腎
協
の
災
害

対
策
担
当
で
す
が
、
東
京
の
災
害
対
策

は
い
か
が
で
す
か
？

戸
倉　

こ
の
間
の
情
報
収
集
の
中
で
、

昨
年
１
月
に
東
京
都
透
析
医
会
が
発
足

し
、
９
月
に
医
療
従
事
者
向
け
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
我
々
も
参
加
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
を

通
じ
て
申
し
込
み
を
行
い
、
梅
原
会
長
、

古
暮
副
会
長
、
板
橋
事
務
局
長
と
私
で

参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
都
区
部
災
害
時
透
析

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
世
話
人
の
酒

井
謙
先
生
、
菊
池
勘
先
生
か
ら
、
今
年

３
月
１０
日
に
東
京
２３
区
内
の
透
析
患
者

向
け
の
公
開
講
座
を
企
画
す
る
の
で
、

そ
の
た
め
の
資
料
と
し
て
患
者
と
医
療

者
の
座
談
会
へ
の
参
加
を
依
頼
さ
れ
、

先
日
宿
野
部
さ
ん
と
私
が
参
加
し
ま
し

る
情
報
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
東
腎
協
の
活
動
資
金
で
す
が
、

現
在
は
会
員
さ
ん
の
会
費
で
賄
っ
て
い

ま
す
が
、
将
来
的
に
は
、
助
成
金
や
公

的
資
金
が
運
用
で
き
な
い
か
研
究
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

透
析
患
者
の
災
害
対
策
と 

東
腎
協
の
今
後
の
取
り
組
み

司
会　

梅
原
会
長
は
全
腎
協
の
災
害
対

策
委
員
で
す
が
、
い
ま
ど
ん
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

梅
原　

全
腎
協
に
は
「
災
害
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
災
害
時
の
現
場
に
活
用
し
き

れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
も

っ
と
実
用
的
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
災
害
の
経
験
か
ら
、

普
段
か
ら
地
域
の
自
治
体
、
医
療
機
関
、

今
年
の
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
は
個
人
会
員
の
強
靭
な

組
織
化
を
図
っ
て
東
腎
協
の
模
範
を
目
指
す

中
野
雄
蔵　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
理
事
・
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長
代
行

災
害
時
の
心
構
え
や
、
透
析
時
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応

な
ど
、
患
者
さ
ん
の
関
心
あ
る
情
報
の
提
供
を

酒
井　

豊　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
理
事
・
全
腎
協
社
員
代
表

臓器移植普及推進キャンペーン
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「
東
京
歩
こ
う
会
」
で 

運
動
療
法
の
新
た
な
試
み

古
暮　

昨
年
か
ら
始
め
た
試
み
の
１
つ

に
「
東
京
歩
こ
う
会
」
が
発
足
し
ま
し

た
。
こ
の
会
は
、
患
者
会
・
ブ
ロ
ッ
ク

の
枠
を
超
え
て
東
腎
協
の
全
会
員
を
対

象
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

会
の
趣
旨
は
、
東
京
の
名
所
・
旧
跡

・
素
敵
な
景
観
な
ど
を
半
日
か
け
て
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
狙
い
は
、
多
く
の
透
析
患
者
が
筋

力
が
衰
え
、
予
後
に
も
大
き
く
影
響
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
身
近

な
体
を
動
か
す
方
法
と
し
て
、
運
動
療

法
の
一
つ
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。
１

人
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
、
歩
く
と

い
う
運
動
を
習
慣
化
し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。
将
来
的
に
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患

者
さ
ん
も
含
め
た
大
き
な
運
動
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
３
回
企
画
し
ま
し
て
、
今
年
も

２
か
月
に
１
回
、
６
回
の
企
画
を
立
て

ち
ん
と
把
握
し
な
が
ら
、
イ
ン
フ
ラ
が

回
復
す
る
ま
で
の
２
、
３
日
間
を
ど
の

よ
う
に
過
ご
し
て
い
く
の
か
、
透
析
患

者
の
食
事
管
理
な
ど
自
己
管
理
を
中
心

に
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会　

座
談
会
に
は
宿
野
部
さ
ん
も
参

加
さ
れ
た
の
で
す
よ
ね
？

宿
野
部　

菊
池
先
生
と
酒
井
先
生
の
お

話
で
、
患
者
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
、
実
際
に
災
害
が
起
き
た

時
の
体
制
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る
と
聞

き
ま
し
て
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
透
析
を
離
脱
す
る

と
き
の
手
段
で
、
従
来
よ
り
時
間
を
短

縮
す
る
機
器
の
紹
介
が
あ
り
新
し
い
発

見
で
し
た
。
あ
と
は
、
患
者
の
身
は
自

分
自
身
が
守
る
、
布
団
を
か
ぶ
っ
た
り
、

カ
リ
ウ
ム
に
気
を
付
け
た
り
と
、
自
分

で
災
害
時
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
く
こ
と

が
大
事
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

司
会　

２３
区
内
の
災
害
対
策
は
具
体
的

な
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
多
摩
地
区
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
？

梅
原　

多
摩
地
区
で
は
１
９
８
０
年
に

発
足
し
た
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会
の

中
に
、
以
前
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で

き
て
お
り
、
情
報
交
換
も
進
ん
で
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

戸
倉　

今
、
三
多
摩
と
区
部
を
統
合
し
、

東
京
都
全
体
を
１
つ
の
街
と
し
て
、
東

京
の
透
析
施
設
が
協
力
す
る
体
制
や
、

隣
接
県
と
も
広
域
に
協
力
す
る
体
制
作

り
も
進
ん
で
い
ま
す
。

た
。
座
談
会
の
内
容
は
、
災
害
時
の
情

報
伝
達
方
法
と
患
者
の
自
助
が
中
心
で

し
た
。
今
号
の
機
関
誌
に
そ
の
概
要
を

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

東
京
都
透
析
医
会
が
昨
年
１
月
に
発

足
し
て
か
ら
、
透
析
施
設
間
や
関
係
機

関
と
の
連
携
も
よ
り
強
固
に
な
り
、
災

害
対
策
が
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
東

腎
協
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
情
報
を
き

２
０
２
１
年
に
は
全
腎
協
設
立
５０
周
年

全
国
大
会
は
東
京
で
開
催
す
る
こ
と
に

板
橋
俊
司　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
理
事 「

学
び
・
仲
間
・
支
え
あ
い
」
―
こ
の
３
つ
を

揃
え
る
こ
と
が
患
者
会
と
し
て
大
切
な
こ
と

宿
野
部
武
志　
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
理
事
（
元
青
年
部
長
）

東京歩こう会
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た
い
と
思
い
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

榊
原　

東
腎
協
４０
周
年
の
「
会
員
実
態

調
査
」
に
よ
る
と
、「
東
腎
協
の
活
動

へ
の
期
待
」
に
つ
い
て
、
非
常
に
期
待

し
て
い
る
２４
・
４
％
、
期
待
し
て
い
る

５１
・
９
％
で
、
合
計
７６
・
３
％
の
方
が

東
腎
協
の
活
動
に
期
待
し
て
い
る
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
期
待
し
て
い

る
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
種
制
度
の
維

持
向
上
２７
％
、
組
織
力
に
期
待
し
て
い

る
１８
％
、
情
報
が
得
ら
れ
る
１６
％
、
要

請
活
動
に
期
待
１３
・
８
％
、
以
上
で
約

６０
％
に
な
り
ま
す
。

透
析
患
者
は
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
制

度
、
福
祉
制
度
が
削
減
さ
れ
て
い
く
可

能
性
が
大
変
大
き
い
中
で
、
我
々
が
会

員
さ
ん
の
期
待
に
し
っ
か
り
応
え
ら
れ

る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

東
腎
協
は
東
京
都
、
都
議
会
に
対
し

て
も
い
ろ
い
ろ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
し
っ
か
り
と
っ
た
う
え
で
、
窓
口

・
パ
イ
プ
を
生
か
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
会
員
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

全
腎
協
５０
周
年
記
念
式
典 

東
京
で
の
開
催
が
決
定

司
会　

さ
て
、
２
０
２
１
年
５
月
に
、

全
腎
協
が
設
立
５０
周
年
を
迎
え
、
記
念

式
典
を
東
腎
協
が
引
き
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
梅
原
会
長
い
か
が
で
す

か
？

梅
原　

昨
年
１０
月
の
東
腎
協
理
事
会
で
、

２
０
２
１
年
５
月
に
行
わ
れ
る
全
腎
協

５０
周
年
記
念
式
典
を
東
腎
協
が
開
催
県

を
引
き
受
け
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
し

ま
し
た
。

先
ほ
ど
か
ら
の
話
で
、
東
腎
協
の
今

日
の
状
況
で
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い

と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
し
か
し
、
４８

年
前
に
腎
臓
病
患
者
会
の
発
祥
の
地
で

あ
っ
た
東
京
で
、
記
念
す
べ
き
式
典
を

行
う
の
は
当
然
で
す
し
、
我
々
も
決
意

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

戸
倉　

そ
れ
と
、
東
腎
協
も
法
人
設
立

１５
周
年
（
設
立
４９
周
年
）
で
す
の
で
、

同
時
開
催
と
い
う
こ
と
に
す
れ
ば
、
負

担
も
あ
る
程
度
軽
減
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

司
会　

全
国
大
会
を
東
京
で
開
催
す
る

の
は
第
３０
回
大
会
以
来
で
す
よ
ね
？

戸
倉　

第
３０
回
の
開
催
に
関
わ
っ
た
の

は
、
役
員
で
は
糸
賀
監
事
、
榊
原
理
事

須
賀
理
事
と
私
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
会
場
は
江
東
区
の
ホ
テ
ル
イ
ー

ス
ト
で
し
た
。
私
は
ま
だ
、
役
員
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
青
年
部
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
協
力
し

て
道
案
内
を
担
当
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
と
も
な
る
と
規
模
が
大
き

く
、
東
腎
協
の
役
員
だ
け
で
は
と
て
も

運
営
で
き
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
、
関

連
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
変
な
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ

の
取
り
組
み
を
東
腎
協
の
再
構
築
方
針

と
か
み
合
わ
せ
て
、
新
た
な
活
力
源
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
い
か
が
で
す
か
？

全
員　

同
感
で
す
！

司
会　

力
強
い
意
思
統
一
で
、
今
年
の

活
動
に
も
光
が
見
え
て
来
ま
し
た
ね
。

そ
れ
で
は
最
後
に
本
日
の
ま
と
め
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

戸
倉　

我
々
は
ま
だ
た
く
さ
ん
の
課
題

・
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
課

題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後

も
患
者
会
が
き
ち
ん
と
維
持
さ
れ
て
行

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

医
療
制
度
の
堅
持
継
続
、
災
害
対
策

の
充
実
等
の
た
め
の
東
京
都
へ
の
要
望

や
関
連
団
体
と
の
連
携
の
窓
口
と
し
て

の
東
腎
協
の
必
要
性
、
我
々
の
活
動
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
い
て
、
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
魅
力
あ
る

患
者
会
に
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

梅
原　

今
日
は
斬
新
的
な
意
見
も
い
ろ

い
ろ
出
ま
し
た
。
私
た
ち
患
者
は
、
生

涯
透
析
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
立
場
に
あ
り
ま
す
の
で
、
一
日
で
も

長
く
楽
し
く
、
明
る
く
元
気
に
暮
ら
せ

る
よ
う
協
力
し
て
励
ま
し
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
役
員
は
、

そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
と
い
う
、
そ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

司
会　

以
上
、
長
ら
く
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
皆
さ
ん
で
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

座談会の様子
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昨
年
１１
月
４
日
（
日
）
新
宿
の
㈱
東

京
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
会
議
室
で
東
腎
協

主
催
、
東
京
都
共
催
で
春
に
行
わ
れ
た

第
２９
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
の
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
集
い
で
は
東
京
医
科
大
学
病
院

の
菅
野
義
彦
先
生
と
東
京
女
子
栄
養
大

学
管
理
栄
養
士
坂
本
香
織
先
生
に
講
演

を
し
て
頂
き
、
講
師
と
参
加
者
と
の
活

発
な
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
参
加
者
か

ら
“
大
変
わ
か
り
易
く
役
に
立
っ
た
”

と
の
声
が
多
数
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
一

部
の
参
加
者
か
ら
“
時
間
が
足
ら
ず
食

事
療
法
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
話
を

聞
き
た
か
っ
た
”
と
の
声
が
ア
ン
ケ
ー

ト
で
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
東
腎
協
理
事
会
で
検
討
し
、

そ
う
し
た
参
加
者
の
声
に
お
答
え
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
こ
の
度
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
交
流
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

当
日
の
交
流
会
に
は
慢
性
腎
臓
病
患

者
、
透
析
患
者
１６
名
と
東
腎
協
理
事
８

名
、
食
事
療
法
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

清
湘
会
記
念
病
院
中
尾
優
美
子
先
生
が

参
加
し
１３
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１１
月
４
日
（
日
）

㈱
東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス

第
２９
回　

腎
臓
病
を
考
え

る
都
民
の
集
い
～
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
交
流
会

中
尾
先
生
か
ら
は
塩
分
、
た
ん
ぱ
く

質
、
カ
リ
ウ
ム
、
リ
ン
、
カ
ロ
リ
ー
な

ど
の
摂
取
上
の
注
意
点
に
つ
い
て
の
お

話
が
有
り
又
参
加
者
お
一
人
お
一
人
か

ら
は
食
事
の
悩
み
に
つ
い
て
ご
発
言
が

あ
り
、
そ
れ
に
対
し
中
尾
先
生
か
ら
個

別
に
わ
か
り
易
く
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
定
刻
を
過
ぎ
る
ほ
ど
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
又

東
腎
協
の
参
加
者
か
ら
は
自
ら
の
体
験

に
基
づ
い
た
助
言
、
透
析
治
療
に
つ
い

て
の
生
々
し
い
報
告
が
有
り
ま
し
た
。

最
後
に
東
腎
協
板
橋
事
務
局
長
か
ら

東
腎
協
、
全
腎
協
の
成
り
立
ち
、
慢
性

腎
臓
病
に
対
す
る
取
り
組
み
方
針
に
つ

い
て
の
説
明
と
慢
性
腎
臓
病
患
者
が
透

析
に
な
ら
な
い
様
、
東
腎
協
と
し
て
今

後
全
力
を
上
げ
活
動
す
る
の
で
東
腎
協

の
会
員
に
な
っ
て
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
が
あ
り
、

そ
の
場
で
２
名
の
方
が
個
人
会
員
と
し

て
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

尚
参
加
者
か
ら
は
今
日
参
加
し
て
良

か
っ
た
、
今
後
も
是
非
こ
の
様
な
勉
強

会
を
開
催
し
て
欲
し
い
と
の
発
言
も
あ

り
東
腎
協
と
し
て
慢
性
腎
臓
病
患
者
対

策
強
化
の
一
環
と
し
て
春
の
都
民
の
集

い
に
続
い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
交
流
会

を
今
後
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

左から ２番目　中尾優美子先生 参加者も熱心に



10No.224／2019年 1 月

災
害
対
策
委
員
長　

戸
倉
振
一

災
害
対
策
区
部
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
座
談
会

日
時
：
平
成
３０
年
１２
月
２９
日
（
日
）

東
京
都
に
は
こ
れ
ま
で
、
災
害
時
に

透
析
医
療
を
確
保
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
三
多
摩
、
２３
区
に
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
更
に
強

化
す
る
た
め
に
、
２３
区
と
多
摩
地
区
を

結
び
つ
け
る
形
で
、
平
成
３０
年
１
月
に

日
本
透
析
医
会
の
東
京
支
部
と
し
て
東

京
都
透
析
医
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
３０
年
５
月
に
は
東
京
都
透

析
医
会
に
災
害
対
策
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
東
京
都
臨
床
工
学
技
士
会
災
害
対

策
委
員
会
と
協
力
し
、
東
京
都
福
祉
保

健
局
を
は
じ
め
関
連
団
体
と
連
携
を
と

っ
て
い
く
た
め
の
交
渉
元
と
な
り
災
害

対
策
に
対
す
る
取
り
組
み
を
進
展
さ
せ

て
い
ま
す
。

こ
の
新
た
な
動
き
に
よ
り
、
透
析
医

療
の
災
害
時
の
診
療
可
能
状
況
等
の
把

握
体
制
と
患
者
へ
の
情
報
伝
達
経
路
は

下
記
の
図
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
わ

れ
わ
れ
患
者
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
基

本
的
に
は
自
分
が
通
院
す
る
透
析
施
設

か
ら
指
示
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
自
分
が
通
院
す
る
透
析
施
設
と
連

絡
が
取
れ
な
い
場
合
に
備
え
、
区
市
町

村
が
設
営
す
る
医
療
救
護
所
か
ら
確
実

に
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
も
徐

々
に
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
入
手
し
た
施
設
の
透

析
の
可
否
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
動
き
を
患
者
さ
ん
に
伝
え
、

患
者
さ
ん
自
身
と
し
て
は
ど
う
し
て
い

け
ば
よ
い
の
か
自
助
の
助
け
に
な
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
と
し
て
、
区
部
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
２３
区
の
区
民
を
対
象
と

し
た
公
開
講
座
を
３
月
１０
日
（
日
）
に

中
央
が
酒
井
先
生
、左
へ
菊
地
先
生
、城
先
生
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「
腎
疾
患
総
合
対
策
」は

私
た
ち
の
命
の
砦
で
す
!

100万筆をめざし署名にご協力をお願い致します !
ご家族や周りの方にも呼びかけてください。
募金にもご協力をよろしくお願い致します。

腎
臓
病
患
者
を
め
ぐ
る

医
療
と
生
活
の
環
境
は

国
の
財
政
難
や
患
者
の
高
齢
化
の
た
め
、

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
患
者
自
ら
が
声
を
あ
げ
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
一
体
的
な
対
策

「
腎
疾
患
総
合
対
策
」
の
確
立
を

国
に
訴
え
ま
し
ょ
う

目指そう 国会請願100万人の署名!

〒170-0005 東京都豊島区南大塚 2-40-11 富士大塚ビル 2F　☎ 03-3944-4048
一般社団法人  全国腎臓病協議会（全腎協）
〒170-0002 東京都豊島区巣鴨 1-20-9 巣鴨ファーストビル 3F ☎03-5395-2631

特定非営利活動法人  東京腎臓病協議会（NPO 東腎協）

行
う
予
定
で
す
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
区
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
東
腎
協
と
の
連
携
の
一
環
と
し
て

の
座
談
会
が
１２
月
９
日
（
日
）
に
中
外

製
薬
（
株
）
の
協
賛
に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
区
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
は
、

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
長
年
、
災
害
対
策
に

関
す
る
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
、

平
成
３０
年
４
月
に
区
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
代
表
世
話
人
に
な
ら
れ
た
東
邦
大
学

医
学
部
付
属
大
森
病
院
腎
セ
ン
タ
ー
教

授
の
酒
井
謙
先
生
と
同
じ
く
し
て
代
表

世
話
人
に
な
ら
れ
西
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
災

害
対
策
を
充
実
さ
せ
て
お
ら
れ
る
下
落

合
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
菊
地
勘
先
生
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
時
の

患
者
の
自
助
と
し
て
は
、
食
事
の
管
理

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
た
め
、
下
落
合

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
管
理
栄
養
士
の
城
愛
子

先
生
も
同
席
さ
れ
ま
し
た
。
東
腎
協
か

ら
は
災
害
対
策
委
員
長
の
戸
倉
と
元
理

事
の
宿
野
部
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日

の
内
容
は
記
録
集
と
し
て
冊
子
に
し
、

公
開
講
座
の
資
料
と
し
て
配
布
さ
れ
る

予
定
で
す
。
東
腎
協
と
し
て
は
こ
の
座

談
会
で
得
ら
れ
情
報
を
も
と
に
今
後
、

災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
充
実
さ
せ
て

い
く
予
定
で
す
。

国
会
請
願
１
０
０
万
人
の
署
名

目
指
そ
う
締
め
切
り
は
１
月
３１
日
で
す

国
会
へ
の
請
願
日
は
３
月
１４
日（
木
）
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新
江
東
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
秋
の

バ
ス
旅
行

野
口
忠
男

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会

皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
総
勢
３０

名
の
バ
ス
旅
行
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

平
成
３０
年
９
月
３０
日
、
こ
の
日
は
朝

か
ら
雨
ふ
り
で
、
予
報
で
は
夜
半
に
台

風
が
通
過
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
案
の

定
夜
中
に
は
暴
風
が
吹
き
荒
れ
、
翌
朝

は
交
通
機
関
も
混
乱
を
来
し
ま
し
た
。

バ
ス
旅
行
は
、
朝
７
時
に
例
年
通
り

墨
田
区
の
錦
糸
公
園
横
に
集
合
し
、
参

加
者
全
員
７
時
１５
分
頃
に
到
着
し
た
バ

ス
に
順
次
乗
り
込
み
ま
し
た
。
バ
ス
の

中
で
は
、
鬼
頭
会
長
は
じ
め
、
役
員
の

方
々
に
よ
る
点
呼
が
あ
り
、
朝
食
の
サ

ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
や
飲
み
物
、
菓
子
等
が

料
理
が
並
ん
で
い
ま
し
た
が
、
昼
食
前

な
の
で
腹
半
分
と
い
う
事
に
。
食
後
、

こ
ん
に
ゃ
く
製
品
の
買
物
や
産
地
の
野

菜
な
ど
を
買
い
求
め
て
、
バ
ス
に
戻
り

ま
し
た
。
１
時
間
弱
の
滞
在
で
し
た
。

１０
時
４５
分
頃
出
発
し
、
次
の
予
定
地

で
あ
る
世
界
遺
産
の
富
岡
製
糸
場
へ
、

１５
分
程
で
到
着
し
ま
し
た
。
雨
は
、
止

ん
で
い
ま
し
た
。

バ
ス
の
駐
車
場
か
ら
製
糸
場
ま
で
は
、

お
店
が
並
ん
だ
通
り
の
中
を
少
々
歩
き

ま
し
た
が
、
富
岡
製
糸
場
の
入
口
で
受

付
を
済
ま
す
と
、
各
自
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
音
声
ガ
イ
ド
が
流
れ
る
イ
ヤ
ホ
ー

ン
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
男
性
の

ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
っ
て
、
製
糸
場
の
歴

史
や
外
観
、
工
場
内
部
の
解
説
な
ど
を

聴
講
、
学
び
ま
し
た
。
最
後
に
、
繭
か

ら
糸
を
取
る
実
演
が
あ
り
、
新
江
東
橋

の
看
護
師
さ
ん
が
教
え
ら
れ
な
が
ら
実

習
し
ま
し
た
。

１２
時
に
出
発
し
磯
部
温
泉
へ
。
道
中
、

鬼
頭
会
長
さ
ん
が
、
今
日
の
空
模
様
か

ら
次
の
予
定
地
の
高
崎
堀
口
農
園
で
の

梨
狩
り
を
中
止
に
し
た
い
と
農
園
に
電

話
を
掛
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

３０
分
位
し
て
、舌
切
り
雀
の
お
宿「
磯

部
ガ
ー
デ
ン
」
に
到
着
。
ロ
ビ
ー
に
入

る
と
、
農
園
の
方
が
来
て
い
ら
し
て
、

試
食
用
の
梨
と
持
ち
帰
り
用
の
大
き
な

配
ら
れ
ま
し
た
。

鬼
頭
会
長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
７
時

３０
分
出
発
し
ま
し
た
。
バ
ス
は
、
記
念

病
院
横
か
ら
蔵
前
橋
通
り
に
出
て
平
井

大
橋
で
首
都
高
速
に
乗
り
、
外
環
道
、

関
越
道
と
乗
り
継
ぎ
、
高
坂
Ｓ
Ａ
で
ト

イ
レ
休
憩
。
雨
は
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
程
度

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
１５
分
位
の
休
憩

で
再
び
高
速
に
入
り
、
高
岡
Ｉ
Ｃ
で
降

り
、
最
初
の
予
定
地
の
こ
ん
に
ゃ
く
パ

ー
ク
に
着
き
ま
し
た
。

こ
ん
に
ゃ
く
パ
ー
ク
で
は
、
こ
ん
に

ゃ
く
料
理
が
無
料
バ
イ
キ
ン
グ
で
食
べ

放
題
と
い
う
こ
と
で
、
田
楽
や
煮
物
、

ラ
ー
メ
ン
と
い
っ
た
、
７
～
８
種
類
の
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豊
水
梨
を
各
自
に
２
個
、
袋
に
入
れ
て

渡
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
農
園
の
方
の

説
明
を
受
け
た
の
ち
、
３
階
の
大
広
間

へ
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
大
広
間
に
は
食

事
の
用
意
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

鬼
頭
会
長
の
ご
挨
拶
と
注
意
事
項
等

が
あ
り
、
金
井
さ
ん
の
乾
杯
で
食
事
と

な
り
ま
し
た
。
料
理
の
品
数
も
多
く
、

歓
談
し
な
が
ら
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

食
後
は
、
そ
の
ま
ま
歓
談
を
続
け
る
人
、

お
風
呂
に
行
く
人
、
お
土
産
を
買
う
人

な
ど
、
ゆ
っ
た
り
と
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

１４
時
３０
分
、
宿
を
出
発
。
前
橋
Ｉ
Ｃ

か
ら
高
速
に
入
り
、
途
中
「
道
の
駅
玉

村
宿
」
で
お
土
産
を
買
い
ま
し
た
。
１６

時
に
出
発
し
、
車
中
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
し
て
和
や
か
さ
を
増
し
楽
し
み
ま
し

た
。１７

時
３０
分
に
出
発
地
の
錦
糸
町
に
着

い
た
時
に
は
、
時
折
強
い
激
し
い
雨
が

降
る
よ
う
な
状
況
で
、
帰
り
は
お
土
産

と
傘
と
で
難
渋
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
手
厚
い
お
持
て
成
し
と
、

お
気
使
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
邪
魔
い
た
し
ま
し
た
。
よ
い
思

い
出
話
も
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
鬼
頭
会
長
は
じ
め
、
役
員

の
方
々
、
他
の
方
々
の
、
こ
の
旅
行
実

施
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

付
加
と
し
て
、
旅
の
所
々
で
、
ま
た

宿
で
も
、「
勝
和
な
ご
み
会
」
様
の
方

々
と
ご
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て

お
き
ま
す
。

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
料
理
教
室

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
中
村
　
博

１１
月
１１
日
、
日
曜
日
、
江
戸
川
区
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
清
湘
会
の
栄
養
士
の

先
生
方
に
来
て
頂
き
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
初
め
て
の
料
理
教
室
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

参
加
人
数
は
理
事
も
合
わ
せ
て
２３
名

と
栄
養
士
の
先
生
が
４
名
で
し
た
。

栄
養
士
の
先
生
方
が
料
理
の
し
た
ご

し
ら
え
し
て
い
る
時
に
会
員
の
皆
様
は

食
器
や
料
理
道
具
の
用
意
を
し
、
準
備

が
出
来
た
ら
、
会
員
様
を
５
班
に
グ
ル

ー
プ
分
け
を
し
て
か
ら
、
栄
養
士
の
先

生
方
の
料
理
の
作
り
方
を
見
て
か
ら
、

各
班
で
実
戦
に
料
理
を
作
っ
て
行
き
ま

し
た
。
参
加
し
た
会
員
の
皆
様
は
楽
し

く
協
力
し
な
が
ら
料
理
を
作
っ
て
い
ま

し
た
、
作
っ
た
料
理
は
盛
り
付
け
を
し

て
作
っ
た
料
理
を
美
味
し
く
食
べ
て
い

ま
し
た
。

食
事
中
に
、
体
力
作
り
と
食
事
、
フ

レ
イ
ル
と
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
つ
い
て
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

料
理
講
習
会
に
参
加
し
て

保
倉
清
太
郎

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
勝
和
な
ご
み
会

我
が
会
で
は
、
年
間
４
行
事
の
一
つ

と
し
て
秋
に
、
料
理
教
室
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
１６
年
、
１７
年
、
２１
年
は

料
理
実
習
（
梅
島
駅
近
く
エ
ル
・
ソ
フ

ィ
ア
に
て
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成

１８
年
、
２６
年
、
２７
年
は
講
演
会
（
食
べ

て
覚
え
よ
う
！
ほ
っ
か
弁
の
食
べ
方
の

指
南
・
リ
ン
と
カ
リ
ウ
ム
等
）
を
い
ず

れ
も
当
病
院
管
理
栄
養
士
の
先
生
方
に

指
導
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
二

年
程
、
料
理
教
室
が
実
施
さ
れ
ず
に
い

ま
し
た
。
料
理
講
習
会
の
開
催
を
東
部

ブ
ロ
ッ
ク
の
方
々
に
お
願
い
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
快
く
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
度
は
清
湘
会
記
念
病
院
の
中
尾
先

生
・
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
ま
た
計
画
さ

れ
た
役
員
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。料

理
実
習
は
楽
し
く
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
、

出
来
上
が
っ
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
（
ガ

バ
オ
ラ
イ
ス
、海
老
の
タ
イ
風
サ
ラ
ダ
）

を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
時

に
高
齢
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
・
シ
ン
コ
ぺ

ニ
ア
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
講
演
を
い

た
だ
き
、「
運
動
と
食
事
」
が
重
要
で
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あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
塩

分
８
ｇ
を
１
日
摂
取
す
る
と
体
重
１
㎏

上
昇
。
塩
分
を
使
わ
ず
に
、
酢
・
胡
椒

な
ど
の
香
辛
料
を
う
ま
く
使
う
こ
と
、

無
機
リ
ン
は
９０
％
以
上
の
吸
収
率
が
高

い
の
で
タ
ン
パ
ク
質
由
来
の
肉
・
魚
・

卵
・
乳
類
に
切
り
替
え
る
よ
う
ご
教
授

頂
き
ま
し
た
。

「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
い
う
事
を
力
説
さ
れ
ま
し

た
。
小
生
が
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
山
中
先
生

の
講
演
（
明
治
大
学
に
て
）
で
若
い
人

に
負
担
を
か
け
な
い
（
健
康
保
険
料
・

介
護
・
年
金
等
の
更
な
る
負
担
）
こ
と

は
、
高
齢
者
自
身
の
健
康
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
、
そ
れ
が
研
究
の
使
命
・
目
標

の
一
つ
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
中
尾
先

生
の
ご
教
授
と
同
じ
こ
と
と
思
い
ま
し

た
。
料
理
講
習
会
に
参
加
し
て
楽
し
く
、

そ
し
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
か
ら

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
１０
分
多
く
歩
き
ま
す
、

ス
ク
ワ
ッ
ト
を
取
り
入
れ
ま
す
。
今
回

勉
強
し
た
「
フ
レ
イ
ル
サ
イ
ク
ル
」
に

陥
ら
な
よ
う
に
し
ま
す
。

兎
に
角
楽
し
く
過
ご
し
て
、
食
事
を

美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
内

の
人
と
会
話
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
隔
年
で
も
料
理
講
習
会
を
ご
計

画
・
企
画
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
個
人
会
員

交
流
会
in
立
川

個
人
会
員
　
関
口
新
一

１１
月
１１
日
（
日
）
㈱
東
京
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
会
議
室
に
於
い
て
、
多
摩
ブ
ロ

ッ
ク
の
個
人
会
員
交
流
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。
当
日
は
梅
原
会
長
は
じ
め
理

事
の
方
４
名
と
青
年
部
１
名
、
腎
カ
フ

ェ
メ
ン
バ
ー
５
名
を
含
む
個
人
会
員
６

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。他
に
４
日
の「
都

民
の
集
い
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
交
流
会
」

で
東
腎
協
に
新
加
入
頂
い
た
方
な
ど
２

名
も
申
し
込
み
を
戴
い
て
い
ま
し
た
が
、

風
邪
な
ど
で
御
参
加
頂
け
な
か
っ
た
こ

と
は
残
念
で
し
た
。
ま
た
の
機
会
に
は

是
非
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

最
初
の
企
画
は
、
会
議
室
を
提
供
し

て
頂
い
た
㈱
東
京
在
宅
セ
ン
タ
ー
の
講

師
の
方
を
招
き
「
家
庭
で
簡
単
に
出
来

る
温
罨
法
（
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
）
の
実
演

で
す
。
温
罨
法
は
漢
方
医
学
の
治
療
法

の
一
つ
で
、
こ
の
日
は
予
め
水
で
濡
ら

し
た
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
を
レ
ジ
袋
に
入

れ
、
電
子
レ
ン
ジ
（
６
０
０
Ｗ
）
で
１

分
程
温
め
た
も
の
を
患
部
に
当
て
る
湿

性
温
罨
法
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
血
管

が
拡
張
さ
れ
る
た
め
血
液
や
リ
ン
パ
液

の
循
環
が
よ
く
な
り
、
痛
み
を
和
ら
げ
、

排
便
を
促
す
効
果
が
あ
る
の
だ
そ
う
で

す
。
皆
、
思
い
思
い
の
患
部
に
当
て
て

気
持
ち
よ
さ
そ
う
で
す
。
話
が
面
白
く

予
定
を
軽
く
オ
ー
バ
ー
し
ま
し
た
。

１０
分
の
休
憩
を
挟
み
次
の
企
画
は
懇

親
会
で
す
。
今
回
は
一
人
５
０
０
円
の

会
費
制
に
し
た
の
で
お
菓
子
や
飲
み
物

が
沢
山
。
中
で
も
個
人
会
員
の
加
藤
さ

ん
が
参
加
人
数
以
上
焼
い
て
く
れ
た
マ

ド
レ
ー
ヌ
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
、
売

り
物
に
負
け
な
い
美
味
し
さ
で
、
豪
勢

な
懇
親
会
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

東
腎
協
の
定
款
と
理
念
の
コ
ピ
ー
を

用
意
し
て
く
れ
た
梅
原
会
長
の
熱
い
思

い
か
ら
始
ま
っ
た
自
己
紹
介
は
、
皆
さ

ん
の
人
と
な
り
が
色
濃
く
出
た
も
の
に
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な
り
、
親
近
感
、
一
体
感
を
強
め
ま
し

た
。
そ
の
後
の
東
腎
協
へ
の
意
見
、
要

望
を
テ
ー
マ
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、

東
京
は
透
析
導
入
時
東
腎
協
へ
全
加
入

制
に
す
べ
き
。
雑
誌
購
入
だ
け
の
会
員

な
ど
も
っ
と
間
口
を
広
げ
た
ら
。
旅
行

な
ど
ブ
ロ
ッ
ク
を
超
え
た
行
事
を
も
っ

と
企
画
し
て
欲
し
い
。
若
い
会
員
を
増

や
す
に
は
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
入
会
や

会
費
納
入
、
会
議
や
投
票
の
実
施
環
境

な
ど
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
個
人
会

員
も
意
見
を
出
せ
る
様
、
正
会
員
資
格

を
改
め
る
べ
き
な
ど
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

意
見
が
出
て
予
定
の
時
間
を
１
時
間
も

オ
ー
バ
ー
し
て
散
会
致
し
ま
し
た
。

個
人
会
員
は
横
の
連
携
、
東
腎
協
と

の
結
び
つ
き
を
求
め
て
い
ま
す
。
今
後

も
繋
が
れ
る
催
し
を
企
画
し
て
行
こ
う

と
思
い
ま
す
。

会
場
の
㈱
東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
会

議
室
は
、
立
川
駅
か
ら
１０
分
圏
内
、
定

員
２０
名
程
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
で
す

が
、
綺
麗
で
清
潔
感
あ
る
施
設
で
す
。

比
較
的
予
約
し
や
す
い
様
な
の
で
、
多

摩
ブ
ロ
ッ
ク
の
ち
ょ
っ
と
し
た
会
議
な

ど
に
は
活
用
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
施

設
腎
友
会
な
ど
で
も
使
い
た
い
方
は
東

腎
協
事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

中
南
部
・
東
部
ブ
ロ
ッ
ク

合
同
交
流
会
開
か
れ
る

事
務
局
　
白
坂
徹
夫

年
の
瀬
を
控
え
た
初
冬
の
昼
下
が
り
、

浅
草
寺
境
内
に
程
近
い
割
烹
「
和
え
ん

亭
吉
幸
」
に
中
南
部
・
東
部
ブ
ロ
ッ
ク

の
会
員
さ
ん
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
日
は
「
津
軽
三
味
線
と
ラ
ン

チ
の
集
い
」。

貸
し
切
り
の
会
場
は
、
定
刻
に
は
参

加
を
申
し
込
ん
で
い
た
人
た
ち
で
満
席
。

「
昼
食
を
共
に
し
な
が
ら
津
軽
三
味
線

を
聞
こ
う
」
と
い
う
、
こ
の
企
画
に
寄

せ
て
い
た
期
待
の
程
が
う
か
が
え
ま
す
。

二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
交
流
会
は

和
や
か
な
懇
親
と
、
お
待
ち
か
ね
津
軽

多摩ブロック個人会員交流会

津軽三味線を聴きながら 会場の「和えん亭吉幸」

参加者の皆さん 歓談する皆さん
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三
味
線
の
生
演
奏
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
締
め
は
恒
例
の
記
念
写
真
撮
影
で

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
に
は
車
椅
子
の
方
や

ご
家
族
同
伴
の
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、

こ
の
患
者
会
組
織
と
し
て
の
東
腎
協
ら

し
さ
は
次
回
以
降
の
企
画
に
も
活
か
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

心
施
会
合
同
バ
ス
旅
行
会

八
王
子
桑
の
実
会
　
村
越
京
子

平
成
３０
年
１０
月
２１
日
、
心
施
会
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
合
同
バ
ス
旅
行
が
行
わ
れ
た
。

今
回
の
バ
ス
旅
行
は
、
心
施
会
に
属

す
る
３
つ
の
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
け
や

き
会
（
府
中
）、
桑
の
実
会
（
八
王
子

東
町
）、
平
山
城
址
腎
友
会
の
合
同
バ

ス
旅
行
で
、
心
施
会
と
し
て
は
、
初
め

て
の
試
み
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

参
加
者
は
バ
ス
１
台
貸
切
り
で
、
総

勢
３５
名
の
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

旅
行
日
当
日
は
、
日
ご
ろ
の
不
安
定

な
気
候
と
打
っ
て
変
わ
っ
た
よ
う
な
快

晴
で
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
バ
ス

に
乗
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
央
自
動
車
道
の
談
合
坂
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
か
ら
、
初
め
の
景
勝
地
の
河
口

湖
に
至
る
道
筋
の
車
窓
か
ら
は
、
霊
峰

富
士
が
次
第
に
大
き
く
見
え
始
め
、
河

口
湖
に
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
、
時
に

は
横
に
、
時
に
は
正
面
に
見
え
隠
れ
し

て
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

河
口
湖
で
は
、
快
晴
で
あ
る
が
少
し

風
が
あ
る
た
め
、
水
面
に
映
る
富
士
の

姿
は
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で
し

た
。
遊
覧
船
は
思
っ
て
よ
り
も
小
さ
く
、

そ
の
割
に
は
、
大
勢
の
人
が
乗
船
す
る

の
で
少
し
心
配
し
ま
し
た
。
わ
ず
か
２０

分
ほ
ど
の
船
旅
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

河
口
湖
の
周
り
の
風
景
を
ゆ
っ
く
り
と

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昼
食
は
ホ
テ
ル
慶
山
の
バ
イ
キ
ン
グ

形
式
で
、
各
自
が
好
み
の
も
の
を
自
己

負
担
で
、
好
み
の
量
を
頂
き
ま
し
た
。

ハ
ー
ブ
園
で
は
多
く
の
ハ
ー
ブ
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
私
に
は
な
か
な
か
覚

え
き
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
、
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
商
品

が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
美
容
と
健
康
を

気
に
す
る
私
た
ち
は
よ
き
顧
客
で
あ
り

ま
し
た
。

ブ
ド
ウ
狩
り
で
は
ブ
ド
ウ
が
高
い
位

置
に
実
っ
て
い
る
の
で
採
り
に
く
く
、

そ
れ
よ
り
も
サ
ン
プ
ル
と
し
て
お
皿
に

お
い
て
あ
る
ブ
ド
ウ
を
食
べ
る
ほ
う
が
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
ブ
ド
ウ
を
楽
し
め

た
の
で
、
多
く
の
人
は
こ
ち
ら
の
方
で

ブ
ド
ウ
を
食
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
食
べ
る
ほ
う
は
と
も
か
く
、
ブ
ド

ウ
棚
に
鈴
な
り
に
な
っ
た
ブ
ド
ウ
は
壮

観
で
し
た
。

車
中
に
戻
る
と
、
予
備
に
持
参
し
て

き
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ
グ
は
、
い
つ

の
間
に
か
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

帰
路
に
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
カ
ラ
オ

ケ
で
盛
り
上
が
り
、
前
方
に
見
え
る
多

く
の
渋
滞
車
両
の
赤
い
テ
ー
ル
ラ
ン
プ

も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
見
え
ま
し
た
。

平
成
３１
年　

第
１
回

東
京
歩
こ
う
会　

１
月
２０
日

今
回
（
通
算
４
回
目
）
は
最
初
に
亀

戸
天
神
社
へ
初
詣
を
兼
ね
お
参
り
し
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
経
由
し
言
問
橋
、

隅
田
公
園
か
ら
浅
草
雷
門
へ
。
昼
食
後

吾
妻
橋
を
渡
り
関
東
大
震
災
、
東
京
大

空
襲
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
慰
霊
す
る

東
京
慰
霊
堂
を
通
り
大
相
撲
初
場
所
で

賑
わ
う
国
技
館
前
、
相
撲
博
物
館
ま
で

の
下
町
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
コ
ー
ス
で
す
。

私
た
ち
透
析
患
者
は
運
動
不
足
に
な

り
が
ち
で
、
そ
の
結
果
筋
肉
量
、
筋
力

が
低
下
し
生
命
予
後
に
も
大
き
く
影
響

が
有
る
様
で
す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
少

し
で
も
運
動
不
足
を
解
消
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
初
参
加
の
方
も
大
歓

迎
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

投
稿
の
お
願
い　

編
集
委
員
会
で
は

会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。「
な
か
ま
の
た

よ
り
」
に
投
稿
の
方
、
旅
行
、
趣
味
、

食
事
会
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
内
容
を

問
い
ま
せ
ん
の
で
何
で
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

　

☎
０
３
―
３
９
４
４
―
４
０
４
８

　

E-m
ail　

kikannshi@
toujin.jp
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二
〇
一
九
年
一
月

医
療
法
人
財
団　

健
康
文
化
会

小

豆

沢

病

院

院

長　

篠
田　

格

〒
一
七
四
―
八
五
〇
二　

東
京
都
板
橋
区
小
豆
沢
一
丁
目
六
番
八
号

電
話　

〇
三
―
三
九
六
六
―
八
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
―
三
九
六
六
―
〇
一
五
一

今
年
も
が
ん
ば
り
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

会

長　

梅
原　

秀
孝

副
会
長　

戸
倉　

振
一

副
会
長　

古
暮　
　

宏

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

須
賀　

春
美

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長　

杉
崎
憲
三
郎

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

中
村　
　

博

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

榊
原　

靖
夫

事
務
局
長　

板
橋　

俊
司

事
務
局
次
長　

白
坂　

徹
夫

監

事　

山
口　
　

登

監

事　

糸
賀　

久
夫

　

理
事

　

金
井　

信
憲
・
斉
藤　

和
巳

　

酒
井　
　

豊
・
鈴
木　

明
彦

　

長
井
久
美
子
・
永
見　

明
子

　

中
野　

雄
蔵
・
松
本　

茂
利

　

三
好
か
お
り
・
村
越　

京
子

　

山
田　

裕
美　
　
　
　
　
　

医
療
法
人
社
団

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

古
川　
　

猛

〒
１
３
０
―
０
０
２
４

東
京
都
墨
田
区
菊
川
２
―
１１
―
１

☎
０
３
（
５
６
０
０
）
２
２
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
０
０
）
０
８
０
５

医
療
法
人
社
団　

君
真
光

寺

田

病

院

理
事
長　

寺
田　

光
男

〒
１
６
８
―
０
０
８
１

東
京
都
杉
並
区
宮
前
５
丁
目
１８
番
１６
号

☎
０
３
（
３
３
３
２
）
１
１
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
３
２
）
６
７
６
５

医
療
法
人
財
団

織

本

病

院

理
事
長　

高
木　

由
利

〒
２
０
４
―
０
０
０
２

東
京
都
清
瀬
市
旭
が
丘
１
―
２
６
１

☎
０
４
２
（
４
９
１
）
２
１
２
１

医
療
法
人
社
団　

三
友
会

あ

け

ぼ

の

病

院

理
事
長　

南
郷　

俊
明

〒
１
９
４
―
０
０
２
１

東
京
都
町
田
市
中
町
１
丁
目
２３
番
３
号

☎
０
４
２
（
７
２
８
）
１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
７
２
８
）
８
４
６
９

医
療
法
人
社
団　

光
靖
会

井

口

腎

泌

尿

器

科

理
事
長　

井
口　

靖
浩

院
長　

戸
田　

直
裕

〒
１
２
５
―
０
０
６
１

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
３
―
７
―
７
サ
ン
セ
リ
テ
鞠
子

３
階
３
号
室

☎
０
３
（
３
８
３
８
）
８
７
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
８
３
８
）
８
７
２
３

医
療
法
人
社
団　

光
靖
会

北
村
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

井
口　

靖
浩

院
長　

安
東　

克
之

〒
１
２
４
―
０
０
２
４

東
京
都
葛
飾
区
新
小
岩
１
―
４９
―
１０

第
５
デ
リ
カ
ビ
ル
５
・
６
・
７
階

☎
０
３
（
６
２
３
１
）
５
９
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
６
２
３
１
）
５
９
３
２

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
生
会

す
な
が
わ
相
互
診
療
所

所
長　

小
泉　

博
史

〒
１
９
０
―
０
０
０
２

東
京
都
立
川
市
幸
町
５
丁
目
９
番
２
号

☎
０
４
２
（
５
３
８
）
１
５
０
２

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

草
場　
　

岳

〒
１
７
８
―
０
０
６
３　

東
京
都
練
馬
区
東
大
泉

５
―
４０
―
２４

サ
ン
ダ
リ
オ
ン
ビ
ル
３
―
５
Ｆ

☎
０
３
（
５
９
４
７
）
５
６
８
１

社
会
福
祉
法
人　

樹
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

大
井
苑

理
事
長　

富
家　

隆
樹

〒
３
５
６
―
０
０
５
４

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
大
井
武
蔵
野
１
２
７
７
―
１

☎
０
４
９
（
２
６
２
）
８
６
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
９
（
２
５
６
）
５
３
０
０

社
会
福
祉
法
人　

樹
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

四
街
道
苑

理
事
長　

富
家　

隆
樹

〒
２
８
４
―
０
０
０
８

千
葉
県
四
街
道
市
鹿
放
ヶ
丘
５
９
３
―
３

☎
０
４
３
（
３
０
４
）
８
１
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３
（
３
０
４
）
８
１
６
３

医
療
法
人
社
団　

大
坪
会

三

軒

茶

屋

病

院

院
長　

大
坪　

由
里
子

〒
１
５
４
―
０
０
２
４

東
京
都
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
１
―
21
―
５

☎
０
３
（
３
４
１
０
）
７
３
２
１

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
生
会

羽

村

相

互

診

療

所

所
長　

小
林　

重
雄

〒
２
０
５
―
０
０
２
３

東
京
都
羽
村
市
神
明
台
１
―
３０
―
５

☎
０
４
２
―
５
５
４
―
５
４
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
―
５
５
５
―
３
１
５
１
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二
〇
一
九
年
一
月

医
療
法
人
社
団　

秀
佑
会

東

海

病

院

院
長　

江
本　

秀
斗

〒
１
７
６
―
０
０
２
３

東
京
都
練
馬
区
中
村
北
２
丁
目
１０
番
１１
号

☎
０
３
（
３
９
９
９
）
１
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
９
９
９
）
７
０
２
７

腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
高
野
台

院
長　

永
田　

雅
子

〒
１
７
７
―
０
０
３
３　

東
京
都
練
馬
区
高
野
台

１
丁
目
３
番
７
号
Ｎ
Ｆ
プ
ラ
ザ
Ⅱ
３
階

☎
０
３
（
５
９
１
０
）
３
１
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
１
０
）
３
１
２
３

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

十
条
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

秋
元　

寛
正

〒
１
１
４
―
０
０
３
４

東
京
都
北
区
上
十
条
２
丁
目
１３
番
１
号

ガ
ー
デ
ニ
ア
４
階

☎
０
３
（
３
９
０
８
）
２
４
１
１

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

望
星
田
無
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

福
井　

光
峰

〒
１
８
８
―
０
０
１
１

　

東
京
都
西
東
京
市
田
無
町
２
丁
目
２１
番
地
１２
号

☎
０
４
２
（
４
６
４
）
５
７
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
４
６
１
）
４
８
３
８

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

西
尾　

恭
介

〒
１
２
４
―
０
０
２
３

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
５
―
２０
―
２２

☎
０
３
（
３
６
９
４
）
５
６
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
９
４
）
５
６
２
８

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

望
星
新
宿
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

高
橋　

俊
雅

〒
１
５
１
―
０
０
５
３

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
２
丁
目
９
番
２
号
久
保
ビ
ル
３
階

☎
０
３
（
３
３
７
６
）
０
１
９
１

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

望
星
西
新
宿
診
療
所

院
長　

中
尾　

俊
之

〒
１
６
０
―
０
０
２
３

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
３
丁
目
１２
番
１２
号

☎
０
３
―
５
３
０
４
―
５
６
５
５

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

望
星
赤
羽
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

喜
田　
　

浩

〒
１
１
５
―
０
０
４
５　

東
京
都
北
区
赤
羽

２
丁
目
１１
番
３
号

☎
０
３
―
３
９
０
２
―
０
２
５
５

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

練
馬
高
野
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

鈴
木　

重
伸

〒
１
７
７
―
０
０
３
３　

東
京
都
練
馬
区
高
野
台

１
―
８
―
１５

☎
０
３
（
５
３
７
２
）
６
１
５
１

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

新
線
池
袋
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

目
良
純
一
郎

〒
１
７
１
―
０
０
２
１　

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋

１
―
１０
―
１０　

東
武
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
４
階

☎
０
３
（
５
９
１
１
）
１
２
５
０

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
船
堀

院
長　

加
納　

達
也

〒
１
３
４
―
０
０
９
１

東
京
都
江
戸
川
区
船
堀
４
―
４
―
２４

☎
０
３
（
３
６
８
８
）
９
９
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
８
８
）
９
９
７
３

医
療
法
人
社
団　

自
靖
会

自
靖
会
親
水
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

北
村　

唯
一

〒
１
３
２
―
０
０
３
３

東
京
都
江
戸
川
区
東
小
松
川
２
―
７
―
１

☎
０
３
（
５
６
６
１
）
３
８
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
７
４
）
７
０
３
６

医
療
法
人
社
団
　
心
施
会

理
事
長　

杉
崎　

健
太
郎

府
中
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

小
杉　
　

繁

〒
１
８
３
―
０
０
５
５

東
京
都
府
中
市
府
中
町
１
―
８
―
１

第
７
三
ツ
木
ビ
ル
６
Ｆ
・
７
Ｆ

☎
０
４
２
（
３
６
６
）
８
９
０
９

南
大
沢
パ
オ
レ
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

岩
本　

八
千
代

〒
１
９
２
―
０
３
６
４

東
京
都
八
王
子
市
南
大
沢
２
―
２
パ
オ
レ
５
Ｆ

☎
０
４
２
（
６
７
７
）
４
４
７
７

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

小
俣　

百
世

〒
１
９
２
―
０
０
８
２　

東
京
都
八
王
子
市
東
町

７
―
６　

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
八
王
子
７
Ｆ
・
８
Ｆ

☎
０
４
２
（
６
４
６
）
６
９
９
６

平
山
城
址
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

杉
崎　

健
太
郎

〒
１
９
１
―
０
０
４
３
東
京
都
日
野
市
平
山

５
―
３８
―
１　

平
山
城
址
公
園
駅
前
ビ
ル

☎
０
４
２
（
５
９
９
）
２
３
１
１
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
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二
〇
一
九
年
一
月

医
療
法
人
社
団

清

光

会

理
事
長　

横
山　

志
郎

〒
２
４
９
―
０
０
０
１

神
奈
川
県
逗
子
市
久
木
４
丁
目
２５
番
８
号

☎
０
４
６
（
８
７
３
）
７
１
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
６
（
８
７
３
）
９
９
９
１

特
定
医
療
法
人　

清
湘
会

清

湘

会

記

念

病

院

理
事
長　

佐
々
木　

成

〒
１
３
６
―
０
０
７
１

東
京
都
江
東
区
亀
戸
２
丁
目
１７
番
２４
号

☎
０
３
（
３
６
３
６
）
２
３
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
３
６
）
２
３
０
９

医
療
法
人
社
団　

や
よ
い
会

あ
や
せ
駅
前
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

榎
本　

美
穂

〒
１
２
０
―
０
０
０
５　

東
京
都
足
立
区
綾
瀬

３
―
１６
―
４　

と
う
し
ん
ビ
ル
５
・
６
階

☎
０
３
（
５
６
９
７
）
８
２
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
９
７
）
８
２
８
２

医
療
法
人
社
団　

や
よ
い
会

立
石
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

遠
藤　
　

聡

〒
１
２
４
―
０
０
１
２　

東
京
都
葛
飾
区
立
石

８
―
１
―
２　

賛
生
会
ビ
ル
２
階
・
３
階

☎
０
３
（
５
６
７
２
）
２
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
７
２
）
２
１
５
５

社
会
福
祉
法
人　

む
つ
み
会

春
陽
苑
に
こ
に
こ
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

青
山　

一
雄

〒
３
３
１
―
０
０
６
８

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
飯
田
新
田
９１
―
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
（
６
２
１
）
１
１
２
５

医
療
法
人
社
団　

菅
沼
会

人
工
透
析
・
夜
間
透
析
・
在
宅
透
析

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷

理
事
長
・
院
長　

菅
沼　

信
也

〒
１
５
７
―
０
０
６
２

東
京
都
世
田
谷
区
南
烏
山
４
丁
目
２１
番
１４
号

☎
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
０

医
療
法
人
社
団　

駿
昭
会

小

池

内

科

院
長　

小
池　

昭
夫

〒
１
０
２
―
０
０
７
１

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
町
２
丁
目
１３
番
１６
号
上
田
ビ
ル

☎
０
３
（
３
２
６
５
）
０
２
０
３

医
療
法
人
社
団　

晴
仁
会

幸
町
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

渡
辺
賀
寿
雄

〒
１
９
０
―
０
０
０
４

東
京
都
立
川
市
柏
町
４
丁
目
１
番
１
号

☎
０
４
２
（
５
３
６
）
３
０
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
３
６
）
３
２
６
９

医
療
法
人
社
団　

晴
仁
会

立
川
北
口
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

檜
垣　

昌
夫

院
長　

石
原　

理
裕

〒
１
９
０
―
０
０
１
２　

東
京
都
立
川
市
曙
町

１
丁
目
３１
番
２
号
遠
藤
創
進
ビ
ル
三
階

☎
０
４
２
（
５
２
３
）
２
２
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
２
３
）
２
４
０
０

医
療
法
人
社
団　

長
尽
会

長

久

保

病

院

三

和

ク

リ

ニ

ッ

ク

理
事
長　

桑
原　

勝
孝

〒
１
８
６
―
０
０
１
１

東
京
都
国
立
市
谷
保
６
９
０
７
番
地
の
１

☎
０
４
２
（
５
７
１
）
２
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
７
１
）
２
２
８
８

練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

永
野　

正
史

〒
１
７
６
―
０
０
１
２

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北
４
丁
目
１１
番
９
号

☎
０
３
（
５
９
９
９
）
０
７
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
９
９
）
０
８
２
３

医
療
法
人
社
団　

春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

飯
田
橋
春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

春
口　

洋
昭

〒
１
０
２
―
０
０
７
２　

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋

３
丁
目
９
―
３　

Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ザ
２
Ｆ

☎
０
３
（
５
２
１
５
）
１
５
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
２
１
５
）
１
５
１
９

医
療
法
人
社
団　

北
桜
会

東
武
練
馬
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
１
７
５
―
０
０
８
３

東
京
都
板
橋
区
徳
丸
３
―
１１
―
２

☎
０
３
（
５
９
２
２
）
３
５
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
９
９
）
６
８
８
０

南
青
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

鈴
木　

孝
子

〒
１
０
７
―
０
０
６
２　

東
京
都
港
区
南
青
山

７
―
８
―
８
―
１
０
１

☎
０
３
（
６
８
０
５
）
１
８
３
６

医
療
法
人
社
団　

腎
と
水

新
中
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

津
田　

信
次

ス
タ
ッ
フ
一
同

〒
１
６
４
―
０
０
１
２　

東
京
都
中
野
区
本
町

３
丁
目
２３
番
３
号
新
中
野
Ａ
Ｍ
１
ビ
ル
１
階

☎
０
３
（
３
３
７
０
）
８
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
７
０
）
８
１
２
９

医
療
法
人
社
団　

順
洋
会

武
蔵
野
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
練
馬

院
長　

下
村
　
　
洋

〒
１
７
６
―
０
０
０
１

東
京
都
練
馬
区
練
馬
１
丁
目
26
番
１
号

☎
０
３
（
３
９
９
３
）
７
０
１
５
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明
け
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し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
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二
〇
一
九
年
一
月

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
友
の
会

新
小
岩
医
院
・
船
堀
医
院

会

長　

住
安　
　

重

顧

問　

田
崎　
　

勲

副
会
長　

當　

喜
美
子

副
会
長　

藤
本　

光
子

会
計　

橋
本　

迪
子

会
計　

原
田
真
由
美

役
員　

福
田
登
喜
子　
会
計
監
査　

栗
原
エ
イ
子

役
員　

村
松　
　

斉　
会
計
監
査　

岡
本　
　

茂

役
員　

田
澤　

桂
子　
　
　

役
員　

永
田　
　

治

役
員　

佐
藤　

和
子　
　
　

役
員　

大
畑　

ハ
ナ

役
員　

吉
田　

継
受　
　
　

役
員　

松
田
美
代
子

役
員　

井
上　

幸
男　
　
　

役
員　

水
野　

雅
夫

〒
１
３
４
―
０
０
９
１

東
京
都
江
戸
川
区
船
堀
４
丁
目
４
番
２４
号

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
船
堀
医
院
内

☎
０
３
（
３
６
８
８
）
９
９
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
８
８
）
９
９
７
３

〒
１
２
４
―
０
０
２
４

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
５
―
２０
―
２２

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
院

☎
０
３
（
３
６
９
４
）
５
６
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
９
４
）
５
６
２
１

株
式
会
社　

東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役　

中
野
宏
次
郎

〒
１
６
０
―
０
０
２
２　

東
京
都
新
宿
区
新
宿

１
丁
目
５
番
４
号
Ｙ
Ｋ
Ｂ
マ
イ
ク
ガ
ー
デ
ン
２
０
１

☎
０
３
（
３
３
５
４
）
０
３
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
５
４
）
０
３
７
３

ａ
ｄ　

ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ

グ
リ
ー
ン
ル
ー
プ
合
同
会
社

〒
１
０
７
―
０
０
５
２

　

東
京
都
港
区
赤
坂
２
丁
目
１２
番
地
１３
号

ぬ
の
う
ら
ビ
ル
５
Ｆ

☎
０
３
（
６
２
７
７
）
６
５
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
５
０
５
）
８
５
０
８

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

通
院
移
送
セ
ン
タ
ー　

タ
ン
ポ
ポ

理
事
長　

小
野
崎　

勝

〒
１
７
６
―
０
０
１
２　

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北

４
丁
目
１２
番
１３
号
ノ
イ
メ
ゾ
ン
桜
台
１
階

☎
０
３
―
６
７
５
１
―
７
３
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
６
７
５
１
―
７
３
７
４

（
携
帯
）
０
８
０
―
３
２
０
４
―
０
２
２
６

扶
桑
薬
品
工
業
株
式
会
社

　

東
京
第
一
支
店

〒
１
０
３
―
０
０
２
３

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
２
丁
目
４
番
５
号

☎
０
３
（
５
２
０
３
）
７
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
２
０
３
）
７
０
８
８

ジ
ー
プ
ラ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

長
谷
川
貴
一

〒
１
０
１
―
０
０
３
２

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
１
―
３
―
３

☎
０
３
―
３
８
６
４
―
１
２
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
３
８
６
４
―
１
２
４
４

ベ
ー
タ
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

原　
　

年
秀

〒
５
３
１
―
０
０
７
６　

大
阪
市
北
区
大
淀
中

１
―
１
６
―
１
０　

高
石
ビ
ル
５
階

☎
０
８
０
０
―
１
１
１
―
３
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
２
０
―
９
８
９
―
８
３
１

エ
ル
ピ
ス
株
式
会
社

常
務
取
締
役　

堀
江　

好
美

〒
５
３
２
―
０
０
１
１

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
４
丁
目
６
―
２９

第
３
ユ
ヤ
マ
ビ
ル
２
０
１

☎
０
６
―
６
１
０
０
―
５
０
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
―
６
１
０
０
―
５
０
２
０

株
式
会
社　

教
宣
文
化
社

代
表
取
締
役　

中
村　

伸
一

〒
３
５
９
―
０
０
１
２埼

玉
県
所
沢
市
坂
之
下
７
９
４

☎
０
４
（
２
９
４
４
）
４
３
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
（
２
９
４
６
）
０
１
１
８

株
式
会
社　

ワ
イ
ズ
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役
社
長　

村
田　

寛
夫

〒
１
０
２
―
０
０
８
２

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
１３
番
地
１６

一
番
町
法
眼
坂
ビ
ル
５
階

☎
０
３
―
５
２
１
０
―
５
５
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
２
１
０
―
５
５
３
２

医
療
法
人
社
団　

愛
恵
会

両
国
駅
前
内
科
・
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

加
藤　

貴
志

院
長　

木
村　

庄
吾

〒
１
３
０
―
０
０
２
６

東
京
都
墨
田
区
両
国
２
―
２１
―
８

☎
０
５
０
（
５
８
６
５
）
５
６
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
０
０
）
３
３
７
６

医
療
法
人
社
団　

成
和
会

西
新
井
病
院　

血
液
浄
化
透
析
室

理
事
長　

金　
　

光
宇

〒
１
２
３
―
０
８
４
５　

東
京
都
足
立
区
西
新
井
本
町
１
―
12
―
12

☎
０
３
―
５
６
４
７
―
１
７
０
０

医
療
法
人
伯
鳳
会

東

京

曳

舟

病

院

院
長　

山
本　

保
博

〒
１
３
１
―
０
０
３
２

東
京
都
墨
田
区
東
向
島
２
丁
目
２７
―
１

☎
０
３
―
５
６
５
５
―
１
１
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
６
５
５
―
１
１
２
１
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

二
〇
一
九
年
一
月

医
療
法
人
社
団　

成
和
会

西
新
井
病
院
腎
友
会

会
長　

金　
　

光
宇

〒
１
２
３
―
０
８
４
５

足
立
区
西
新
井
本
町
１
―
１２
―
１２

☎
０
３
（
５
６
４
７
）
１
７
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
４
７
）
１
７
０
１

医
療
法
人
社
団　

心
施
会

府
中
け
や
き
会
一
同

〒
１
８
３
―
０
０
５
５

東
京
都
府
中
市
府
中
町
１
丁
目
８
番
１
号

第
７
三
ツ
木
ビ
ル
６
Ｆ
・
７
Ｆ

☎
０
４
２
（
３
６
６
）
８
９
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
３
３
４
）
２
６
０
１

日
野
・
高
幡
・
百
草
園
腎
友
会

会

長　

板
橋　

俊
司

副
会
長　

春
日　
　

清

副
会
長　

栗
木
美
智
子

会

計　

樋
渡　

恭
子

世
話
人　

長
田
由
紀
子

（
百
草
）
世
話
人　

富
張　

理
子

（
高
幡
）
世
話
人　

田
中　

克
幸

〒
１
９
１
―
０
０
１
１

�

住
所　

日
野
市
本
町
３
丁
目
11
番
地
１

�

☎
０
４
２
（
５
８
４
）
６
６
２
１

医
療
法
人
社
団　

心
施
会

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑
の
実
会
一
同

Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
前
通
り　

ダ
ビ
ン
チ
ビ
ル
７
～
８
Ｆ

☎
０
４
２
（
６
４
６
）
６
９
９
６

医
療
法
人
社
団　

心
施
会

平
山
城
址
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
一
同

京
王
線
平
山
城
址
公
園
駅
前

東
京
都
日
野
市
平
山
５
―
３８
―
１

☎
０
４
２
（
５
９
９
）
２
３
１
１

東
海
病
院　

ひ
ま
わ
り
会

会
長　

山
崎　
　

弘

練
馬
腎
ネ
ッ
ト
議
長
・
副
会
長　

坂
本　

悦
男

会
計
監
査　

平
井
勢
津
子

幹
事　

吉
田　

義
昭

幹
事　

佐
々
木
忠
雄

幹
事　

野
崎
登
喜
治

幹
事　

小
室　

富
雄

幹
事　

桧
貝　

弥
生

幹
事　

倉
石　

恵
子

〒
１
７
６
―
０
０
２
３

東
京
都
練
馬
区
中
村
北
２
丁
目
１０
番
１１
号

☎
０
３
（
３
９
９
９
）
１
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
９
９
９
）
７
０
２
７

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会

会
長　

中
島　

博
和

　

他
会
員
一
同

〒
１
３
６
―
０
０
７
１

東
京
都
江
東
区
亀
戸
２
丁
目
１７
番
２４
号

☎
０
３
（
３
６
３
６
）
２
３
０
１

謹
賀
新
年

勝

和

な

ご

み

会

会
長　

土
田　
　
　

孝

　

会
員
一
同

謹
賀
新
年

新
江
東
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

会
長　

鬼
頭　

斗　
副
会
長　

山
口
博
之

副
会
長　

廣
田
昭
弘　
　

会
計　

上
松
一
郎

書
記　

船
田
尚
子　

相
談
役　

金
井
信
憲

　

会
員
一
同

〒
１
３
０
―
０
０
１
３

東
京
都
墨
田
区
錦
糸
１
―
７
―
１３

☎
０
３
（
５
６
３
７
）
６
９
２
０

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
友
会

中
野
共
立
病
院
腎
友
会
・
絆
の
会

〒
１
６
４
―
０
０
０
１

東
京
都
中
野
区
中
野
５
丁
目
４４
番
７
号

☎
０
３
（
３
３
８
６
）
３
１
６
６

透
析
室
０
３
（
３
３
８
６
）
９
１
０
７

松

和

患

者

会

会
長　

遠
藤　

一
男

〒
１
５
１
―
０
０
５
３

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
２
―
９
―
２
久
保
ビ
ル
３
階

望
星
新
宿
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
内

☎
０
９
０
―
８
０
５
２
―
４
２
０
７
（
遠
藤
携
帯
）

読
者
の
皆
様

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

会
員
一
同

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
病
院
・
吉
祥
寺
ク
リ
ニ
ッ
ク
内

東
京
障
害
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

所
長　

杉
野　

賢
一

〒
１
２
０
―
０
０
３
４　

東
京
都
足
立
区
千
住

１
―
４
―
１　

東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
１３
階
５
号

☎
０
３
―
３
８
８
８
―
６
６
１
４

あ
か
つ
き
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

大
久
保　

豊

〒
１
５
１
―
０
０
５
１　

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷

４
の
２５
の
２　

Ａ
Ｐ
ビ
ル

☎
０
３
（
３
４
９
７
）
０
５
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
４
９
７
）
０
０
４
３
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柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク　

健
腎
会

会
長　

永
井　

昌
平

〒
１
２
０
―
０
０
２
３

東
京
都
足
立
区
千
住
曙
町
４
番
１６
号

☎
０
３
（
３
８
８
８
）
２
７
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
８
８
８
）
７
７
２
９

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二
〇
一
九
年
一
月

謹
賀
新
年

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

会
員
一
同

〒
１
３
０
―
０
０
２
４

東
京
都
墨
田
区
菊
川
２
―
１１
―
１

☎
０
３
（
５
６
０
０
）
２
２
２
２

森

山

友

の

会

会
長　

岸
里　
　

悟

他
会
員
一
同

〒
１
３
４
―
０
０
８
８

東
京
都
江
戸
川
区
西
葛
西
７
丁
目
１２
番
７
号

社
会
医
療
法
人
社
団
森
山
医
会

東
京
脳
神
経
セ
ン
タ
ー
病
院
透
析
セ
ン
タ
ー
内

☎
０
３
（
３
６
７
５
）
１
２
１
１

高

松

病

院

腎

友

会

会
長　

三
好　

か
お
り

〒
１
７
９
―
０
０
７
５練

馬
区
高
松
六
―
四
―
二
十
三

医
療
法
人　

社
団
蒼
生
会　

高
松
病
院
内

練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
く
ら
会

会
員
一
同

〒
１
７
６
―
０
０
１
２

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北
４
丁
目
１１
番
１
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
９
９
４
）
８
８
６
０

織

本

病

院

腎

友

会

会

長　

山
下　
　

賢　
副
会
長　

中
野　

雄
蔵

副
会
長　

宮
本　

弘
之　
会

計　

竹
内　

則
雄

幹

事　

米
田　
　

廣　
監

査　

細
田
貴
代
美

〒
２
０
４
―
０
０
０
２

東
京
都
清
瀬
市
旭
が
丘
１
―
２
６
１

☎
０
４
２
（
４
９
１
）
２
１
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
４
９
１
）
６
６
５
４

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
会

会
長　

丸
山　

通
雄

〒
１
５
７
―
０
０
６
２

東
京
都
世
田
谷
区
南
烏
山
４
―
２１
―
１４

☎
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
０

江
戸
川
区
腎
友
さ
つ
き
会

会
長　

戸
倉　

振
一

〒
１
３
４
―
０
０
８
５

東
京
都
江
戸
川
区
南
葛
西
１
丁
目
５
番
１
号

☎
０
３
（
５
６
５
８
）
０
７
５
７

JR線・秋葉原駅電気街口より徒歩4分
つくばエクスプレス線・秋葉原駅より徒歩6分
東京メトロ日比谷線・秋葉原駅3番出口より徒歩7分
東京メトロ銀座線・末広町駅3番出口より徒歩6分
東京メトロ千代田線・新御茶ノ水駅B2出口より徒歩7分

【会場へのアクセス】

共催：東京都区部災害時透析医療ネットワーク／
　　　東京都透析医会／中外製薬株式会社

【あいさつ】
　安藤亮一先生（東京都透析医会会長）
　酒井　謙先生（東京都区部災害時透析医療ネットワーク代表世話人）
　岡本裕美先生（東京都臨床工学技士会災害対策委員会委員長）

【会場】TKPガーデンシティPREMIUM秋葉原　ホール2A
【住所】〒101-0021　東京都千代田区外神田1‐7‐5

2019年3月10日（日）
10：30～12：00（開場：10：00）

東京都23区 区民公開講座東京都23区 区民公開講座
～震災に備えて～

TKPガーデンシティ
PREMIUM秋葉原

司会 花房規男先生
（東京都透析医会災害対策委員会委員長）

演者 菊地　勘先生
（東京都区部災害時透析医療ネットワーク代表世話人）
「新たにスタートした東京都区部災害時透析医療
ネットワークの取り組み～三多摩地区、医会、技
士会との連携について～」

講演１
司会 酒井　謙先生
（東京都区災害時透析医療ネットワーク代表世話人）

演者 嶋田英敬先生
（医療法人如水会嶋田病院理事長）
「熊本地震の報告～その時透析施設は!?」

講演２

新御茶ノ水駅 電気街口

末広町駅

秋葉原駅

神田川
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
御
礼

○
扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

東
京
第
一
支
店
様

青
い
鳥
・
ハ
ガ
キ
ご
寄
付
御
礼

【
患
者
会
】

長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会

編
集
後
記

○
正
月
明
け
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

Ａ
型
で
隔
離
ベ
ッ
ド
、
出
勤
停
止
。
ワ

ク
チ
ン
は
打
っ
て
い
た
の
で
大
病
に
は

至
ら
な
か
っ
た
が
、
周
囲
に
移
し
た
り

仕
事
で
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

○
特
集
で
、
東
腎
協
の
現
在
と
今
後
の

方
向
性
に
少
し
は
明
る
い
兆
し
が
見
え

て
き
た
か
と
思
う
。
２
０
２
１
年
５
月

に
は
全
腎
協
結
成
５０
周
年
記
念
式
典
が

東
京
で
開
催
さ
れ
る
。
１
０
０
０
人
規

模
の
式
典
に
な
る
よ
う
だ
。
東
腎
協
も

全
会
員
さ
ん
全
役
員
さ
ん
の
総
力
を
結

集
し
て
、
何
と
し
て
も
成
功
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

○
２
０
１
９
年
度
は
、
東
腎
協
の
役
員

改
選
期
で
す
。
理
事
の
皆
さ
ん
も
体
調

が
悪
か
っ
た
り
、
高
齢
に
な
ら
れ
た
り

と
大
変
で
す
。
個
人
会
員
さ
ん
も
含
め

て
〝
我
こ
そ
は
〟
と
思
わ
れ
る
方
は
ぜ

ひ
立
候
補
し
て
く
だ
さ
い
。�

（
板
橋
）

〈
事
務
局
雑
感
〉

■
り
そ
な
銀
行
な
ど
の
親
会
社
り
そ
な

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
核
兵
器
を
開
発
、

製
造
す
る
企
業
に
融
資
し
な
い
方
針
を

決
め
、
文
書
で
公
表
し
た
。
■
か
つ
て

企
業
経
営
を
し
て
い
た
私
は
、
バ
ブ
ル

の
絶
頂
期
に
銀
行
と
の
交
渉
で
不
愉
快

な
経
験
を
し
た
。
以
来
銀
行
に
は
少
な

か
ら
ず
悪
感
情
を
持
っ
て
い
た
か
ら
、

今
回
の
こ
の
措
置
に
は
少
し
だ
け
見
直

し
た
。
■
「
儲
け
の
た
め
な
ら
な
ん
で

も
あ
り
」
の
風
潮
が
蔓
延
し
て
い
る
。

銀
行
に
限
ら
ず
財
界
人
の
矜
持
を
見
せ

て
欲
し
い
も
の
だ
。�

（
白
坂
）

■
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
風
邪
等
、

ひ
か
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

３０
年
程
前
、
札
幌
に
住
ん
で
い
ま
し

た
が
、
日
中
２
度
あ
る
と
意
外
と
暖
か

い
で
す
よ
。
東
京
の
方
が
寒
い
で
す
、

風
が
冷
た
い
で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
真

ん
中
の
部
屋
に
住
ん
で
い
た
為
、
周
り

か
ら
の
熱
で
と
て
も
暖
か
い
で
す
。
札

幌
で
は
、真
冬
の
雪
が
固
ま
ら
な
い（
雪

ダ
ル
マ
が
で
き
な
い
）
事
を
知
り
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
傘
が
要
ら
な
い
で
す
。

東
京
に
降
る
雪
は
、
大
変
で
す
ね
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
だ
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

今
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。（
三
好
）

今
後
の
活
動
予
定

１
月
２７
日
（
日
）

第
１
４
２
回
理
事
会
・
三
役
会

１
月
２６
日
～
２７
日
（
日
）

全
腎
協
理
事
会

２
月
３
日
（
日
）

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
新
年
会

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
新
年
会

２
月
１０
日
（
日
）

第
３０
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い

２
月
２４
日
（
日
）

第
１
４
３
回
理
事
会
・
三
役
会

３
月
３
日
（
日
）

全
腎
協
理
事
会

３
月
１０
日
（
日
）

区
部
災
害
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

３
月
１４
日
（
木
）

第
４８
回
国
会
請
願

３
月
２３
日
～
２４
日
（
日
）

全
腎
協
臨
時
総
会

３
月
２４
日
（
日
）

第
１
４
４
回
理
事
会
・
三
役
会

元
日
は
３０
年
近
く
友
人
と
江
ノ
島

神
社
に
初
詣
を
し
た
後
で
初
日
の
出

を
拝
ん
で
い
ま
す
。
今
年
も
一
年
家

内
安
全
、
み
ん
な
が
平
和
に
暮
ら
せ

る
よ
う
祈
っ
て
き
ま
し
た
。

以
前
は
星
や
初
日
の
出
を
「
綺
麗

だ
ね
～
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
は「
階
段
登
る
の
が
し
ん
ど
い
」

「
寒
い
。
饅
頭
屋
で
休
憩
し
よ
う
」

と
し
か
言
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。

写
真
は
片
瀬
東
浜
か
ら
撮
っ
た
も

の
で
す
。
太
陽
は
海
か
ら
で
な
く
三

浦
半
島
か
ら
の
ぼ
り
ま
す
。
浜
を
埋

め
尽
く
す
人
た
ち
。
若
者
は
服
の
ま

ま
海
に
入
り
、
大
騒
ぎ
し
て
い
ま
し

た
。若
い
っ
て
素
晴
ら
し
い
。（
村
田
）

表
紙
の
こ
と
ば


